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林野庁・営林局
各県庁ご指定品 ウシカタの測量･測定機器
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ポケットコンパスの最高峰

ナラコン
<牛方式5分誌ポケットコンパス＞

正像10倍望遠鏡
5'読水平分度装備
磁石盤防水型

測定ミスをゼロにし,た

喜美握箕ｵー ,w,刀L騨謡葹凝量,万
<ﾀ'2方T式胆l惟製図恢＞

ワンタッチ操作で完全帰零図面用紙回転

長大図面の測定も一度に行えるスケール平行移動式

ノンスリップローラーによる直進式不透明紙の使用もできる回転図板

牛方の主製品 p"態X防水磁石盤ワイド輪尺ジュラルミン製・補助尺付
K犯測高器ポケットコンパス用金属三脚堅牢・超軽量
学直角器測距単眼鏡牛方式成長錐水平距離計算表．
‐東京都大田区調布千鳥町40★誌名ご記入の上、カタ
=TEL(752)5329(751)0242ログお申しつけ下さい。

燕｡"画シヅ述

郡〒ぞしべ犯

ペン齢光学直

､

三脚コンノツ

血 牛右商 5千鳥町40
9（751）0242

★誌名ご記入の上、カタ
ログお申しつけ下さい。商

伸縮のない製図材料と航空写真・地図・第2複図

見本図図化材料

●ミクロトレースP・PW(白マット）・・・・・・・・・・・鉛筆専用トレーシンク・フィルム

●A・Kケント紙・・・・・・・・。。・・・・アルミ箱入ケンI､紙基本図トレースフィルム

●ダイヤマット．。・・・・サンドマットのトレーシンク‘フィルム（凡例・図郭・方眼焼付）

基本図第2原図

●ミクロコピー・・・・・・・・最も多く使用されているフィルムの第2原図（セピア・黒）

●ミクロポジ・・・・・・・・・・・・・・・・・ブルー・セピア・黒色のフィルム第2原図

基本図編纂

●5,;而基本図をﾄﾚーｽを行なわず写真法にて接合し紳班ごとに鱸｡又は面完而･茄而
1

に縮尺・図割を替え編纂〃

○その他図面複装材料に関することは何なりとご相談下さい。

東京都新宿区新宿2の13（不二川ビル）

TEL(354)0361(代）エ場◆東京・埼玉蕊 巷もと商会
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識【
－．1 ワイヤーロープの安全作業に

ストッパー(結束器）
コンパクター(緊締具）

（労働省産業安全研究所試験済）

全品特許#繍鶉簔溌'灘謹設業
陸上貨物各労働災害防止協会推奨品

聯
呼
嶋
熈
噛
唾
佃
個
個
囎
隠
溌
鱈
醐
鬮
浬
弾
屍
蕊
爵
鰯
鰯
字
●
１
黙
認
讐
蓉
錘
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艶
琵
覗
哩
器
鵡
侭
健
脚
咋
謹
到
砿
馴
・
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罫
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施
鴇
顎
賃
で
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冬
繩
鵡
攝
罫
唾
舎
割
腿
蝿
晦

雪
冤
一 コングくクター

緊定后ワンタッチでロー

プをストッパーに接蒲し

て取りはずす。作業現場

に1台でOK｡10飼砺以下

(1型)5”以下用(0型）

－－－~ｰ一己一一一

ストツノく一

素手にてワイヤーロープの端末を解蒜する3”用

より各種11"趣以下は8の字にかける。14”以上は

押入式。

グー山林・土木・建設・鉱業
用荷役．造鵬．電気エ事．
菫登山.エ場営繕等

へ

発売元東和通商株式会社
東京都世田谷区太子錐1丁目1 TEL411-92

:I璽凹醍辮 …癖…､今.伝少塞劃

図 書目録 (昭和41年10月）

単行本

幸

実跳
円

横尾多美男線虫のはなし900

林野庁朧修林業技術事例集一省力造林編一
600

日林協編森林の生産力に関する研究
第Ⅱ報信州産カラマツ林について

450

〃 〃

桑 第Ⅲ報スギ人工林の物質生産
について450

〃 林業用度騒衡換算表（鱸]版）280

斜距離換算表〃 110

久田喜二造林の利回り表（再版）320

林野庁監修図説森林調査と経営計画850

〃 図説空中写真測量と森林判読850

日林協編就空写真測量テキスト(改訂版）390

〃森林航測質疑100題550

西尾元充航測あ・ら・かると420

塩谷勉世界林業行脚450

石川健康外国樹種の造林環坑380

神足勝浩訳ソ連の森林350

日林協編技術的に見た有名林業(第2集）300

小滝武夫密植造林（4版）150

天幕周覺針葉樹を加書する小蛾類］"0

樹橘松尾カラマツ林業総説

栗田・単下・苅住フランスカイガンショウ
大橘・寺田

日林協編私たちの森林

450〃

180〃

200〃

〃

〃

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

シリーズー最近の林業技術（日林協編）
I

No

l

円〒

梁修蔚畑における土壌線虫の，50実費宮靖治被害と防除
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従四位勲三等（旭日中緩章）

故石谷憲男氏遺影
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故 石谷憲男理事長略歴

本籍：鳥取県八頭郡智頭町542

明治41年1月10日生

昭和6年3月東京帝国大学腱学部林学科卒業

昭和6年5月秋田営林局嘱託

昭和10年6月秋田営林局技手

昭和13年10月臨時召集

昭和14年4月召集解除

昭和15年5月山瀬営林署長

昭和15年8月米内沢営林署長

昭和16年1月山林局勤務

昭和16年8月臨時召集

昭和18年11月農商技師

昭和20年8月農林技師

昭和21年5月復員

昭和22年9月鳥取営林署長

昭和23年11月総理府技官

昭和23年11月経済安定本部生産局林産課勤務

昭和23年12月経済安定本部生産局林産課長

昭和24年10月林野庁指導部計画課長

昭和27年9月林野庁業務部長

昭和28年2月公共企業体等を代表する交渉委員

昭和30年11月林野庁長官

昭和32年5月外務事務官（国際協力局）併任（同年8月解除）

昭和32年5月インドネシア国シンガポールおよびタイ国へ出張

昭和32年11月第27回国会政府委員

昭和33年6月林野庁長官辞職

昭和34年6月参議院議員当選（昭和40年6月任期満了）

昭和37年6月日本林業技術協会理事長

至現在全国木炭協会女長

全国山林種苗協同組合連合会を長

全国公団造林協議会連合会ﾒr長



、

弔 辞

謹んで故石谷憲男氏のご霊前に申し上げます。

あなたは去る9月20日，稲妻の閃くがごとく，一瞬にしてこの世を去られたのであります。人生活

動の旺盛期，齢五十八才でありました。

あなたはわが国林業界の柱石として枢要の地位を占め，今後も林業界の発展のために，より以上の

大きな活躍が期待されておったのでありますが，まことに哀惜に耐えないところであり菫す。

あなたは昭和6年，東京帝国大学を卒業，直ちに秋田営林局に勤務され，ある時は優秀なる第一線

技術者として，またある時は中央の中堅行政官として，明蜥な頭脳と果敢な実行力とを駆使し，着々

実績をあげ，ついに昭和30年には，林野庁の長官に任ぜられました。

その間，戦争によって疲弊した森林資源の維持潤養に努め，また林業ならびに関連産業の成長を計

るための諸施飛を打ち出され，国家行政上に貢献されるところまことに大なるものがありました。

昭和34年参議院議員として国政に参画され，林業恭本法のごとき，わが国林政史上画期的な法律制

定に尽力されたのを初めとし，なおその間に日本林業技術協会理事長，全国山林種苗協同組合連合会

会長，全国木炭協会を長，全国公団造林協議会を長等に就任されました。これらの全国的団体を通じ

て，林業技術の向上普及，ならびに森林航空写真の実用化を図り，また山林種苗業者，木炭生産業者

等に対する助成制度の確立，その他造林事業の振興等を念願されつつ，常に大観的見通しのもとに活

躍を続けられ現在に至りました。

あなたの計報の天聴に達するや特に従四位に叙せられ勲三等旭日中綬章を賜わりました。洵に感激

にたえぬところであります。

このような細心'峻厳にして情誼に厚い立派な指導者の亡くなられたことは，わが国林業界にとって

この上ない損失であり，惜承てもあまりあるものがあります。残りました関係者一同は心を合わせ

て，あなたの長年の念願達成に努力をお誓いいたします。

今日ここに最後のお別れを申し上げるに当り，心からご冥福をお祈り申し上げるとともに，はなは

だ蕪辞でありますがご生前の絶大なるご功績を讃え，ご尽力に対して衷心よりの感謝を捧げ重す。

一

一
一

昭和41年9月28日

故石谷憲男氏合同葬葬儀委員長

松川恭佐

－2－
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’ アメリカの林業技術 ’
｜’

アメリカ山林局の業務は，大きくわけると，①国有林

および国有草地の管理②州および私有林への協力③

森林，牧野の研究になる。

国有林および国有草地の面穣は約7,400万ha,国有林

の団地数は154,国有草地は19であるから，その合計平

均団地面積は45万ha,営林局数は10であるから，その平

均面積は740万ha,ちょうどわが国国有林の総面椴に当

る。営林署数は130で，1署平均57万ha,わが国の平均

’営林局の面積になり，その下に，担当区と事業所を一

緒にしたようなレンジャー，ディスツリクト822があ

り，1所平均9万ha,わが国の営林署より大きい。この

ほか，林野試験場が'0，林産試験場および熱帯林業試験

場がおのおの1，試験地が68ある。（1965）

職員数は約2万で，専門官が8,000人，その内訳は，

森林官が約5,000人，林業土木官約1,000人，その他の科

学者が2,000人，残りの12,000人の中には現場工夫等も

含まれていろ。いずれにしても，わが国よりは簡素な運

営になっていることはまちがいない。

○

アメリカの国有林を見て最も感じたことは，その多目

的利用ということであった。1897年の国有林の成立に関

する法律によれば,森林の改良,保謹および水流の維持，

木材の継続的供給ということを述べた程度であったが，

1960年の「多目的利用，保続収穫法」によれば，国有林

は戸外のレクリエーション，牧野，木材，水資源，野

生鳥獣および魚の保護のために設けられ，また管理せら

るべきであるとして，具体的にその多目的利用をうたっ

ている。もちろんわが国においても，経営規模等におい

て，国土の保全，国民の福祉の増進というような広い意

義を考えているが，現実には，木材生産ということにと

かく偏り，また企業的運営ということが強く打ち出さ

れ，レクリエーション等その他多目的な施業が，あまり

積極的に行なわれていないことは否定しがたい。なお，

多目的利用とは，多くの地表の盗源を国民の要求に最も

合うように各種の利用の仕方をうまく結びつけることを

意味し，必ずしも最大の利益をうるように管理を行なえ

という意味ではなく，また保続収渡は，種禽の再生資源

の毎年または一定期間内の産額を最高度にまた永久に維

持することを意味する。

1961年には，国有林について2,000年までの長期計画

がたてられ，さらにそれに基づいて，1963-1972年の林

道等の10カ年計画がたてられている。それを見ても，た

アメリカ林道視察団

について

子幡弘之

〔林業土木コンサルタンツ副理事長〕

へ

この5月21日から6月30日までの40日間，林野庁の要

望により，股林水産業生産性向上から，われわれ11名が

アメリカの林道視察のため派過せられました。このうち

､50日間は公式日程として，アメリカ山林局の綿密なスケ

ジュールの下に行動した。公式日程中は，以前山林局に

勤めておられた土木の専門官が，テクニカルリーダーと

して終始行動を共にし，他に生産性本部に属する駐在員

、2名が通訳として，また，世話役として同行した。もっ

ともこれらの経饗は旅盤とともにすべてわれわれの負担

で，この点は昔と異なっている。

山林局では，渉外担当官が日程その他の連絡に当り，

説明はそれぞれの専門官が交代で行なった｡山林局長は，

ちょうどスペインで開催せられた世界林業会議に出席の

ため出張中で，国有林関係の部長から挨拶を受けた。

われわれは林道視察団であるが，県の林務責任者も多

く，できるだけ広く林業を見せてもらうよう要望し，あ

る程度その目的を達した。もっとも，視察の対象はほと

んど国有林で，国有林関係以外の国立公園，州，民間会

社関係等にさいた時間は，1割程度に止まった。

この視察の報告は，生産性向上会談から纏めて出すこ

とになっているが，日林協の要望により，それぞれの担

当者がその要約的なものを普くことになり，私は団長と

いう立場で,総括的なことを述べることになった。なお，

この視察団のメンバーは，私以外，次の通りである。

井上裕（福岡県林務部次長)，金沢裕臣（岩手県治山

林道協会参与)，片山正英（前群馬県林務部長，現林野

庁業務部長)，川床典郷（福島県林務監)，京河徳五郎

(愛媛県林業経営者協会理事)，松本守雄（山梨県林務部

長)，松田敏夫（岩手富士産業株式会判牡長)，光本政光

（鳥取県林務課長)，真保一太郎（南部木材株式会社社

長)，山本速水（高知県林業経営者協会青年部長)。

○

＝

－5－
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とえば木材道路12億ドルに対し，レクリエーションその

他のための林道が5億ドルと，相当高いウエイ1,を持っ

ている。なお，1961年の国有林の開発計画を発表するに

当って，当時のケネディー大統領が上院および下院議長

にあてた書簡があるが，それには，新しい計画の原則と

して（1）レクリエーション資源管理の本質的拡張と強

調，（2）木材生産と経営の増強，（3）重要な多目的道路

の準備としての道路，小径計画の調整，（4）国有林境界

内にある必要レクリエーション価値を有する土地の買

収，と4項目をあげている。

○

次に1967年度の山林局予算を掲げる，内容が少しわか

り難い点もあるが，これを見られることによって，山林

局の仕事の大要が理解されるものと思う。なお，国有林

の収入は，1964年，1億s,570万円，その四分の一は，

州に還元されて，国有林所在地の郡の学校および道路に

使用せられることになっている。

予算について，2・ろ注目すべきことを述べる。

（1）林道関係が全予算3億ドル強(1,150億円）の約三

分の一，約1億ドル強(370億円)を占めている。なお，

このほかに，林道の中には，立木処分に際して，立木

価格の算定上新設費を控除して業者につけさせる道

が，林道予算額の三分の二程度あるほか，フォレスト

ハイウエイといって商務省の予算で行なわれる高速道

路が，これまた三分の一程度あり，道に対する関心の

深さを知ることができる。

（2）調査研究費が5,700万ドル(134億円)総予算の1割

強を占めている。

（3）森林火災防止活動に，州等への協力饗を加えると

季コエWJJ－…

約64億円に達し，雨箪の少ないアメリカとして，防火

活動に非常な努力をしていることがわかる。
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一
日林協よりの原稿依頼のあった奄木材の販売侭について

もこのような中でこ，三の現場において聴取調査をした

に過ぎない。したがってそれは断片的の一駒の実態を把

握したというにとどまる。全体としての体系を示すにい

たらないことを前もってお断りして漫談を醤く。

i)胸高直径10インチ以上を経済的利用対象木としてい

ること。

木材の販売について最初の聴取の機会を得たのはワー

レン(warren)営林署である。

木材販売と

その雑記帳

片山正英

〔林野庁，業務部長〕

農林水産業生産性向上会議の林道視察団として40日間

のアメリカ旅行を行なった。調査の主目的は団名称の示

す通り林道であるが，われわれはなるべく一般林政等の

調査をも心がけた。それは日程の中であるいは余暇を利

用して行なったがその調査は二，三の事例に限られた，

さて，アメリカでは三つの森林型に大別されるとい

う。すなわち東部の北部地滞の広葉樹を主とする型，東

部の南部地帯の針広混交型，そして西部の針葉樹型であ

るといわれる。

その中の東部広葉樹型の代表的署がこのワーレン署の

－4－
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ようである。

署の所在地はペンシルバニア州の北部に位置し，人口

約2万程度のワーレン市にある，署の管i職繭祇475千エ

ーカーで，鶚の話によると森林は次の5つの適地型に分

けられる。

Maple-Beech-BirchIype70.0%

Oak-HickoryType12.5%

Aspen-BirchType6.0%

White-Red.JackPinefIype4.0%

その他7.5％

計100.0影

なお，これらのタイプの中で木材生産としては前二渚

がその代表的な位置を占め，その樹種榊成は次のような

資材量になることを目標としている。

Maple-BeeCh-BinchType

CherryandAsll60%

ConiferousSpecieslO%

OchresSpecies30%

Oak，HickoryType

RedOak50%

ConiferousSpecies 20影

OctvsSpecies 50%

そしてこれらの森林の蓄積は1エーカー当たり胸高直

径5インチ以上のもので2,700立方脈，その中で10イン

チ以上のものが8,000ポードフィートあることを目標と

し，年間成長量を80立方沢，10インチ以_上のもの300ボ

ートフィートを期待しているという。

一般にボートフィートは製材適木の検尺方法であり，

立方沢はパルプ適木の検尺方法である。

そしてパルプ適材はこの地よりエ場まで約50～60マイ

ルあるため，あまり利用されていないようであるが，製

材原木としては胸高直径10インチ以上のものは経済的利

用対象材としているという。

アメリカの森林を染て回ってまた製鋼エ場に集荷され

ている原木を象て小型材も利用されていることば予想外

であった。大型材といっても40cm位と思われるものが

資材の中心であったように思われた。そして将来のこの

営林署の代表樹種となるCherryの期待径級も110年を

輪伐期として胸高径級14～26インチのものである。

なお，参考までにこれらの樹種の立木価絡の最近の一

例をみると千ボートフィート当り,BlackCherry97.97

ドル,SugrMaple16．59ドル,WhiteAsh35.32ドル，

RedMaplel4.00ドル,CucnYPBass20.01ドル,Biech,

9.95ドル。その他22.69ドルでBlackCherryが圧倒的

の林業技術〕v1，未1x1Jl1jノー~－

に高価であり，また材秋も50％近くを占めているが，こ

の例における立木一本当りの材積は約160ポートフィー

トという小径木であることを念のためご報告する。意外

なほど小型木も利用されている。

ii)特殊なアメリカの度量衡と木材の材積澗徒について

アメリカ入国第一歩において飛行機の飛翔高度がメー

トルよりフィートに代わってアナウンスされる。世界共

通と思われた度f謹簿は，ここでば全く無硯された形であ

る。すなわち長さ，高さはフィート，したがって雨量が

インチ,また道路となるとマイル,重さはポンド，面積が

エーカー，材積が製材用の場合はボートフ‘－ト，パル

プ用の場合キュウピック,フィートといった具合である。

参考までにこれをわが国のようやく実施に入った度量

衡と対比してゑると次の通りとなる。

1フィート一約0.3m,1マイル一約16km,1ポン

ド－約0.45kg,1エーカー－約0.4ha,千ポートフィ

ートー約2.56m3,1キュウビックフィー1，－約0.028
Xn3

単位の相連は言葉の相違にプラスして頭の感度を余計

に鈍らせる。

余談になるがアメリカ本土第一日をニューヨークで過

ごしたときのことである。この日はまだ正式視察日程前

なので街見物とデパート回りをやってゑた。わが国のデ

パートと比較して大して変わったところもなかったが，

唯ひとつ売子さんがわが国の若き乙女等と異なって案外

に婆さんが多い。私はこの地のデパートの洋服売場で持

参した服の寸法をいって注文した。ここもやはり婆さん

である。そして私の注文に対して、こんな大きな服はな

い､という。寸法がまちがっているという，おかしなこ

とをいうものだと思っているとセンチとインチの相違で

あることがわかった。婆さんも納得したがけげんな顔で

奥にひっこんだがなかなか出てこない。しばらく待たさ

れてもどっていわく、そういう寸法はない、と。一流の

デパートでこの程度の寸法がないのもおかしな話だと思

ったが婆さん何となく困ったような顔をしている。ある

いば婆さん几帳面なためセンチとインチの換算が面倒で

そういったのではないかとさえ思えた。手には何のため

か巻尺をさげてもどってきたからである，私も下手な英

語を無理する必要もなく，それに女子服の場所でもあっ

たので早左に退散した。

さて話は本論にもどって，木材の材積測定であるが，

わが国の如く立木材積，素材材漬，製材材積とそれぞれ

実材稜の測定を行なうのではなく，製材用の立木材積を

測定する場合すなわちボートフィートで表現される材積

－5－
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されており，別に秘の扱いもしていないようである。利

益率は大体10％～13影を見込んでいるという話である｡，

次にアメリカの販売は立木で行なうのが原則である。林

道は大幹線のものあるいは多目的利用のものは国が土木

建築業者に譜負わせて開設するのを原則としているが，

木材生産を主とする林道の場合は立木を買受けた者が林

道を開設するのが普通である。この場合営林署は林道開

設の位侭，規絡および開設金額を立木入札に際し業者に

明示して行なわれる。業者はこの条件のもとに入札する

が入札は林道が開般されたものとしての価絡で入札し，

林道開設費は立木代金を支払う際に相殺されることにな

．っている。

参考までに私が現地でゑた一例の要点をあげると次の

通りである。

バンクーバー(Vancuber)営林署ギフォードピンコ

ット(GiHOrdPinchot)国有林

材種最低価絡入札(最高）

二〔アメリカ

の場合には，その立木から製材として生産されるであろ

う製材材積で表現される場合が原則の様である。立木材

積表を象ても胸高直径と16フィートの長さの丸太が何本

とれるかということから製材材積を出している。したが

って立木から素材の歩止りとか，素材から製材の歩止り

とか，立木材積表にはすでにおり込まれたものとして示

されている。わが国の実材積を測定する方式でなく，あ

くまで利用される材積すなわち製材として生産される材

積を測定する方式である。

なおこの利用材積測定は素材の検尺にも行なわれてい

る。ロッキー山系のアイダホの国有林において素材検尺

の

一

イ

千Baft

7，900

ceder800

2，300

ドル

92．00

23．50

26．25

ドル

47．70

23．50

26．25

Douglasfr
Westeernred

その他

805,975(落札）計 11，000

林道建設饗88,294ドル(この内訳も明記されている）

といった具合である。

以上のごとく予定仙絡は公表されており，役所の考え

方は価格とその算出基礎の中に明示されている。わが国

の極秘中の極秘にする必要は何の理由によるものなのか

考えてゑたい相違点ではある。

iv)日本向け米材について

西部ポートランドに来て一日商社の方をとの懇談の機

会を得た。その話によると，西部の森林地滞といっても

さらに三つの型に分けられる。最も西海岸のコーストレ

インジ(CoastRange)のHemlock地帯，中間地帯のカ

スケード(Cascade)山系のDouglaSfir地帯，と西部の

中で最も東寄りのロッキー(Rocky)山系のWhitepine

地帯である。

われわれはDouglasfir地帯およびWhitepine地

帯を見る機会を得たが，残念ながらHemloCk地帯を見

る機会をもたなかった。

アメリカの木材輸出は特に州有林を除いては輸出の制

限は行なわれていない。このためアメリカでは原木輸出

が主で製材輸出はあまり行なわれていない。これは挽肌

が悪いこと，製材品特に米栂小角等を満船するのに材の

集荷のため長期を要することがその原因であるとのこと

の現場を象たが，これは写真のような検尺施設で木材を

トラック積載のまま末口，元口を測定の上，これを平均

して長さを乗じ，それより特種の物指によってボートフ

ィート（製材材積）を出している。また心腐れ等のきず

材の場合もそれを差し引いてボートフィートで示しうる

ようになっている物指である。利用中心のこのやり方は

事務の簡素化，材として利用する場合の立木の見方の合

理化にもつながるように思える。

iii)予定価格は公表される。

所変われば品変わるということで考え方もまた違うよ

うである。わが国で極秘中の極秘として取扱われるもの

に予定価絡なるものがあるが，アメリカの木材の入札は

入*蹴にすでに予定価格が公表されている。

それば樹種別に明示されており，この予定価格を最低

ベースとして樹種ごとに千ボートフィー1､当りの単価が

公開入札される。そして単価の最高のものに販売数通を

乗じて，その合計額の最高のものに落札される仕組であ

る。

予定価格は製材品の市場価格より製材コスト，造材コ

スト，および利益を差し引いて定められているいわゆる

製品逆算価格である。この逆算価格の算出基礎は伐木造

材養，集材費，運材費，製材費等細かく分けられて計算

一
）

ノ
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である。

輸出樹種は主としてHemlockDouglasfirであるが

下駄材としてCottonwoodも輸出される。さてアメリ

カよりの木材輸出は従来木材代40影，船貸等が60%を占

珍ていたが，近時専用船による輸送および船較の合理化

等によって現在は木材代60,船賃等が40％と逆な状況に

変化している。総人夫賃は1時間4ドル50,土鵬日曜

はさらに5割の割増がつく相当な高賃金である，したが

って極力機械化が行なわれ，これをカバーしつつある。

次に取引の機構であるが，輸入材は従来木材の生産者

より輸出業者に，輸出業者より輸入業者の経路で取引き

されてきていたが，最近は輸出業者を介在さすことなく

生産者より直接輸入業者が買入輸入している状況となっ

ている。米材の日本着港価絡が長年ほとんど縦這いであ

るのにかかわらず，米国の産地側においてははなはだし

い変化をきたしてきたと思われる｡すなわち専用船輸送，

荷役の機械化，輸入業者の生産業者への直結等の合副上

が行なわれたが，これらの合鋤上がまた産地木材の値上

米国の林道事情

松本守雄

〔山梨県ﾎ鰯部長〕

個人の自由な経済活動を重視すぁ米国において，しか

も資源量の豊富なこの国においては，私的林業に対して

国が財政的な助成をするという考え方は，生まれてこな

いものと思われる。したがって，私的所有の森林に対す

る林道の補助制度は，まったくないといってよい。せい

ぜいあるのは，中小企業向けの金融制度くらいのものと

いわれるが，技術面における国および州の指導行政はよ

く普及しているようだ。勢い本稿で紹介する事項は，国

有林の林道についての記述ｶﾐ主体となる。

国有林地帯の道路タイプについて

国有林地帯を走る道路の系統は，次のようになってい

る。

連邦ハイウェイ(FederalHighways)

内，州際ハイウェイ(InterstateH.W.)

連邦；i鋤1級ハイウェイ(Federal4idPrimary)

〃2級〃(FederalAidSecondary)

の林業技術〕－－－－－－－

がりに卿I又せられつつあると思われる。特に日本に輸出

されるHemlock,Douglasfrにその傾向が強いといわ

れる，営林署の入*MIi絡もこの傾向があらわれ，場合に

よっては予定価桔に対し2倍，5倍の価格になることも

あるのである。

いずれにしても産地価格が上昇傾向を辿るようである

がこの上昇を今後も専用船等々の合理化によって吸収可

能であろうか，あるいはこの産地高傾向がわが国輸入価

格に影響をもたらすこととなるであろうか。

最近と象に現われ始めているというこの産地高は一時

的事情でなしに起こるとすると，一体その原因は何であ

ろうか，アメリカといえども，すでに日本向適材は生産

または供給の限界に近づきつつあるという需給問題から

の入手競争だとすると，大変な事象といわねばならない

が，一体この上昇を何とゑるべきであろうか。一考を要

する問題と思いながらアメリカを離れた。

以上思いつくままの乱文となった。

ご赦願って筆を棚く。

森林ハイウェイ(ForestH.W.)

州際ハイウェイは1哩当り100万ドル以上の建設費用

を要し，ぞの負担区分は90％が連邦政府で他が州政府持

とな為。また，上記1級ハイウェイは50％以上が連邦で

残が州政府，2級ハイウェイはそれぞれ50％ずつの負担

となる。

森林ハイウェイ

森林ハイウェイは，国有林地帯を縦断して国道その他

と連絡する道で，全額国の負担であり，その予算は商務

省道路局（一般道路予算も同じ）の所管であるが，その

計伽，迩設，維持等については，すべて農務省山林局と

協議の上で行なわれる。なお，建設維持の事業を州もし

くは郡に行なわせることが普通で，所在国有林の面積比

によって，その州政府へ交付する。

アイダホ州国有林中を走る森林ハイウェイ

－－－－7一一一



の林業技術〕〔アメリカ

森林ハイウェイの延長は24,400哩（1961年）で，全体

計画は7万哩が必要とされている。

以上のほかに，州道郡道や私道が地域の道路網総成に

あずかっているが，国有林地帯の新しい開発のパイオニ

アは，何といっても林道である。ちな象に，開拓の古い

歴史をもち国有林として編成されたのが新しい東部にお

いては，国有林地帯の道路網を構成する公道のウエイト

が高く，逆に西部においては林道のウエイトが高い。

国有林の林道の種類

次のような系統的分類を行なっている。

幹線林道LandAccessRoad,支線林道LanduseR,

作業道WorkR.(ProjectR.),歩道Trail

幹線は普通2車線で幅員は2．4沢以上，その建設費は

、当り5,500～50,000円位，支線は1車線12沢以上で建

設単価ば1,100～5,500円位，また作業道はトラクタ集材

のためのもので，開設単価は150～1,100円位しかかけて

いない。

国有林民有林共存地帯では，出材量等によって経費を

分担し合って道を作ることがある。これを特別協力林道

と称する。

林道の長期計画と実績

1961年に大統領が議会に提出をした国有林林道の10カ

年計画がある。（第1表）

第1表林道10カ年計画（1961）

篇7回赫蓮開設葬農別誕浸
６準
０
浬

I

一

〃
。

『お汀?℃"『d巻2芯Z芯▼幸可さ

《
）

めよくわからないが，東部アパラチア山系中，ペンシル

バニア州北部のアルケニー国有林とその隣接地について

見ると，地方道や私道も含めて,7.84m/haとなってお

り，そのうち舗装道が18％，砂利道がる2％，士道33％，

間断使用の士道が17％の割合で整備されている。同上国

有林ば谷から嶺まで，せいぜい150m位の傾斜のゆるや

かな丘陵林で，砂岩，頁岩の互層からなり，林道施工は

容易である。営材塔ではレクリエーションを別にして，

林業経営上必要とされ為理想林道密度を16.6m/haとし

ていた。

林道関係予算

1967年度（7～翌6月）の連邦山林局予算554百万ド

ルのうち，30％を林道予算が占めており，第1位であ

る。独立採算の建前をとっていないので，その他に国有

林からの収入の1割が別途資金として，林道事業に使用

することができる（1913年法律）ので，それが1500万ド

ル加算と．なる。都合116百万ドルで，内建設に85百万ド

ル，維持に51百万ドルが使われる。

なお，1908年の法律では，国有林総収入の25％は国有

林所在の州に交付され，学校や森林内の地方道の建設に

当てることになっている。

林道担当の組織と実行方法

連邦山林局および営林局には専門の土木技術部があり

大学の土木エ学卒の専門技術者が配置され，林学出身は

いない。営林署の組織にも5課位の中，必ず’課は土木

課であり，やはり土木工学の専門官が数人配属されてお

り，事業計画，路線選定，設計，監督等を担当する。

署直営現場の組織は第2図が1つの例である。

別に連邦山林局長の直属機関に契約担当の部門が確立

されており，林道工事その他の請負契約を所管し，設計

監督部門と分離していることが特徴である。

延長建設費種別
（千哩）（百万ドル）

建設単価

哩当ドル|米当円(約）

(35.0）
22．0

（474）
691

204

288

（474）

1，18ろ

(3,200）
7，100

5，400

(14,500）
51，400

24，000

木材搬出

レクリエー
シヨン

その他

計

《
）

8．5

16．0

（55.0）

46．5

18，000

25，500

4，040

5，750

’
8．0

(35．0）

54．5

50

（474）

1，213

歩
合
道
計

ろ.7501840

備考，1）

2）

（）は立木買受業者の開設によるもので外書

「その他」は防火，狩猟，採鉱等に主として使
用される

また，最近の開設延長は第1回の通りで，10年前に比

較すると倍増しており，既設の総延長は195干哩でその

主用途別の内訳は木材搬出用49％，レクリエーション用

15％，その他38％となっている。

林道密度は，公道等によって利用される分が不明のた

－8－
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工事は，直営，請負のほか，立木買受人に作設させる

三通りの方法がある。立木買受人に作らせる方法ほ，立

木処分の競売条件の内に路線位置，設計，投入すべき工

事費等を示して行なわせる方法で，でき上がり検収は厳

格に励行され，前述第1表のごとくその実行量は決して

少なくない。純直営は哩当り開設単価が1万ドル以下の

場合，簡単なもの，小規模のもの，または数砂利や法面

種子吹き付け等の場合に行なわれる。単価が1万ドル以

上の場合は，原則として一般もしくは指名入札による請

負で実施される。

林道工法の特徴

1合理的な採算検討の上に立って規格を選定する。

木材搬出，レクリエーションその他将来の交通量の増加

を見積り，また，建設費用（消却20年)，交通輸送コス

ト，誰持コストの見合いの上で，それによって，交通と

維持のコストが消却費の増高分を補って安くなる場合に

は，2車線幅もとり，舗装も行なう。

2構造物をなるべく作らない。護岸や法面補強の石

積やコンクリート擁壁を設けることはほとんどない。橋

梁エも少なく，コルゲートパイプの暗渠位で間に合わせ

ることが多い。

高水位は森先醗融け時で1.5m位，河床勾配も綴である。

ろ切取り，盛土の法而勾配は緩である。石積等の構

造物を避ける代りに，大機械を駆使して切取り面の勾配

はゆるく，ぼとんどの場合，草の種子吹付(ha当り225

千円）により崩壊を防止する。

4側溝，繊断排水識がよく整備される。舗装道の場

合でもコンクリート側沸は少なく，路肩部分の舗装しな

い部分にL字もしくはv字型側瀧を設けて，グレダーで

装備す為。

5空中写真から電子計算機を使っての材道設計が実

用化の段階に入っている。

6防塵処理が普及している。比較的交通量の多い林

道では，蝋化カルシウムのコロライド剤等による防塵処

理をする。

以上いくつかの工法上の特徴を挙げたが，その気象，

地形，地質等の諸因子を考慮に入れないと，その意味が

はっきりしない。森林施業に関しては当然のことなが

ら，林道工法についてもエロージョン防止は常に配慮の

要点に置かれる。

一

曇

(Shenandoah)国立公園を視察する機会があった。

33カ所の中の一国立公園を視察して米国の国立公園全

般について述べることはできないが，国立公園には多く

の共通点を持っているように思ったので，まずシェナン

ドー国立公園について述べ，次に国立公園全体の問題に

ついてふれてみる。

シェナンドー国立公園の成立は，米国東部地区に人口

が集中している割にレクリエーション施設の少ないとこ

ろから，この地区に国立公園設置の要望が強く，1925年

米国の国立公園

について

光本政光

〔鳥取県林読繋長〕

連邦議会においてこれが設霞が議決され，1928年ヴァー

ジニア州議会においても同様の議決がなされた。このよ

米国に53カ所の国立公園があるが，その一つ，ヴァー

ジニア州(Virginia)ルーレエ(Luray)のシェナンドー

－9－
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施設，男・女便所，標示板，屑かご等完全に近い設備が

なされている。

山中の歩道まで舗装されているものがあり，キャンプ

場における電気，水道の施設等特に目を引いた。レクリ

エーションセンターには，この地域の動，植物の標本が

展示され，またこの地の歴史的な諸資料，写真等も置か

れている。

永久職員には博物学者も配置されている。（組織図参
照）・皇錘雲‘…些識鎚竺型全一"零冥一'湯確：“

〔アメリカの

うにしてシェナンドー国立

公園は1954年完成され，

1955年12月，アメリカ合衆

国第25番目の国立公園とし

て発足した。シェナンドー

国立公園の現況は次の通り

である。（添付図参照）

1広さ，長経で75哩

（120粁)，擁で12哩

（19粁)，周囲は450哩

（720粁)。

2道路，主たる道路は

商務省公共道路局で設

計溌督して実行。

北部55哩(55粁）（1954

～1936年完成)。

南部45哩(72粁）（1941

年完成。

5利用者，1964年1カ

年の公園利用者は276

万人。

4予算，1966年支出予
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機械文明に追い回わされている人間が，日常生活から

1日の休饗を求め，自然にとけ込んで明日への活力をう

ゑ出す。これが国立公園の存在意義であり，このような

環境を備えたものが国立公園でなくてはならない。

木立の間に「リス」が見られ，ハイウェイを鹿が横切

る光景は実にすばらしい。自然公園の名にふさわしいも

のであるといえる。

自然保設が徹底されている点に薪に対する処置があ

る。国立公園内のロッジや，キャンプ場またはその他の

諸施設に使用される薪は自然的景観保持等を重視し，一

切公園の外から求められている。国立公園内のものはた

とえ倒木，枯木であろうと利用することはさけられてい

る。

最後に国有林との関係についてであるが，米国の国有

林行政には，森林の保全(Wood),水資源の溺難(Water)

牧草の生産(Forage),野生鳥獣動物(Wildlife)の保護と

共にその目的の一つにレクリエーシ貢ン(RecreatiOn)が

含まれている。しかし，国立公園行政と，その地域が十

分調整されているように思われた。

わが国においても，国有林のレクリエーション行政を

徹底し，国立公園行政との協調を深め，一貫性のあるレ

クリエーション行政が望重しいものである。

汐 訣審宣言･型
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算は455千ドル(155百万円）で，収入は300千ドル

（108百万円）が見込まれている。

米国の国立公園は，内務省の国立公園局で所管されて

鮨り，わが国の国立公園と特に連うところは土地の管理

についてであると思う。米国の国立公園がまず国におい

て区域全面積を取得し，その後に国立公園計画に基づい

て諸施設を行なうことになっていあ。

シェナンドー国立公園の場合も，約5000人の人達がこ

の土地から補償をもらって立ちのいている。日本の国立

公園の土地管理が，そのままの所有形態で行なわれてい

るのに比して根本的な相違点であるといえる。わが国の

国立公園では，この土地の所有形態の雑多なことから多

くの問題が起こっている。公園計画と矛盾する施殻等に

ついても，その土地の所有者が実行した場合，現在の自

然公園法だけでは，その施設の撤去を強制することはな

かなか困難であり，根本的な処置のできない難点があ

る。国力の相違とはいえ全区域の土地を所有して徹底し

た国立公園行政のできない点は誠に残念である。

国立公園の施設は，予算等からも伺えるように，わが

国のそれとは大きな絡差がある。

道路，公園事務所，レクリエーションセンター，キャ

ンプ場，待避場，山小屋，レストラン，電気施設，水道

1

一
｝
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林業機械

松田敏夫

〔岩手富士産業社長〕

林業機械化の背景について

1労務事情

適当な労務者を得がたい点，商賃金な点，労働強化を

避け労働安全に意を用いねばならない点等が特徴でしょ

う。その内特に筒俄金の程度は，下記実例から概略わが

国のそれの5～8倍位と判断でき霞す。

a)ホノルルのアロハシャツ工場で

女子縫製工1.5～2.0＄/時（最賃法15＄/時）

b)エルキンス町の営林署で

署長はGS15級12,075$/年幸1,000$/月

大学卒初任級5,500＄/年幸460＄/月
I､ラクター運娠手2．5＄/時，チェンソー運転手2．0

＄/時，季節労務者1.5～2.0＄/時（最賃法1.25＄/時）

c)ポートランドの木材積出港の人夫

7時間を越す分と土日曜分は5割蝋しなので実賃4．5

＄鋳に付き，やりきれないので思い切り改革した由。

現在は木材を200石吊る50tクレーンを2台完備してい

ます。（写真1）

d)カナダのトロントの近くの林業機械工場で直接エ

場で直接工の平均2.5＄/時

私達の会社のそれは0．4＄/時ですからほぼ6倍位で

す。

2．その他の事情

機械や燃料は日本より安いこと。蝋富な費金と安い金

利。さらに木材が大きくかつ大量なため人力や畜力では

何ともならぬことなどが加わって機械化は徹底的に推進

されています。

一方機械装備率が高い場合，稼働率が低いと大変です

が，その点では作業工程の標準化，流れ工程の計画等の

考慮が大変よく払われていると見ました。端的な例はポ

ートランドで象た運材1,ラックです。助手なしで,150石

積拳で，80粁/時位の速さで運ぶ。秋込時間15分，検尺

15分，荷卸し5分，1､レーラー重ね職み5分，という調

子でしかも待ち時間なし。木材の方もハイリードで集め

たものを直ちにヒールブームでトラックに秋承込むとい

う完全な流れ作業になってい霞す。（写真2,5,4）

5．したがって高賃金→機械化→流れ作業→商純率→

高賃金と循環しています。わが国としても貿易自由化や

高度賃金が必至な以上，一日も早くわが国に合う型でこ

れを見習わねばならないと痛感しました。

機器営繕に対する態度

1人当りの機械費が高額になり，また高賃金な米国で

は機器営繕が不完全だと重大です。

山林局の担当課長は「予算に拘泥するよりも現有機を

最良状態に保つことが最大の任務だ」といい切っていま

した。当然のことながら傾聴に値すると思いました。現

有台数は，自動車11,500台，クローラートラクタ600

－11－
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力の林業技術〕〔アメリカ

（直営生産なし)，ホイールトラクタ200（関節式)，

モータグレーグ-300,ｽｸｰﾀｰ5,000

たとえばセダンは5年6干哩というような取替規準が

あります｡補修費実績は1万4千台の機器全部につき調

べてあるので物によっては規準以前でも取替えます－

もちろん補修費かかりすぎの原因は調べますが，現有の

評価は2,300万弗，年買替600万弗・買替は運I1壕資金を持

っているので，予算を立てずに（減価償却引当金がある

ので）やれるとのことでした。

「リース」を利用しているかと尋ねたら，臨時に借り

ることはあるが，常用機械をリースす為ことば考えられ

ませんといい切りました。い･らいちもつともなことなが

ら’資金繰りや予算に振り回わされずに，合理性と利益

を追求できる体制を羨ましく感じました。

機器開発部の積極さ

前述背景により，開発はきわめて積極的でして「一般

実業界の技術革新を手近かの問題に取入れて行くことは

国有林経営の一環である」といい切っています。幸いワ

シントンで一般的に，ミズーラで具体的に，開発の内容

をきけましたので，明日の米国の林業機械化を知る上に

興味深いと思うので紙面の許す限り紹介したいと思いま

す。

1．機器開発センターはミズーラとサン'リーマスにあり

ます。その使命は全国の林業家のため新機械の開発，試

験，試用，標準化であります。対象が木材管理，山火消

火，病虫害，レクリエーシ雪ン，ワイルドライフと広汎

多岐なため，陣容も磯械，土木，建築，銃空，林学，昆

虫，繊維等の専門家を網羅しております。

注1．山林局の人員2万人の内専門家8千人，その内

森林学者5千人，他科学者5千人とのことです。他科学

者3千人は注目に価します。

注2．機器開発の対象より遠い問題は別に研究，開発

部が担当しています。

注3．また別に集運材の研究部門があります。樹種，

材の大きさ，山の

勾配土壌の崩壊

しやすさ，その他

に関して代表的な

5地域を選び，そ

こで集運材の研究

をしてい童す。た

とえば

気球集材方式普
一

通の架空索ではス

一

パンが長すぎる場合(700m～3,000m)用に研究開発

中。

瀞蛎獣ﾝ柵(石)'識"麺
75，00052065，000

150,0001101401120,000

サイズ

の
」
０
１

１
１
１
１

パイプライン計画現場でチップにしてパイプの中を水

で送る。道路がいらず安くつく。
』
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｍ
Ⅲ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｌ
Ｉ

使用管径

4〃

12〃

使用水量チップ輸送量

1,140立/分188t/日

6,400立ﾉ分10,000t/日(150t稜トラック70台分）

2．機器開発の手順としてはまず，現場で最も解決を急

いでいる問題を探し出す。これを試作試験して承る。ミ

ズーラのセンターとして認められた上で本庁に出され，

正式に予算がつけられ本式の実行に移される。機械メー

カーとは試作の初期からよく連絡をとっています。

5．ミズーラのセンターの予算は年47.5万＄

内15万＄･･･設備，維持，計画，その他に使う。

32.5万総…機器開発に直接使う。

一部を外注する時の金は含まれてますが，試作計画全体

一

ー
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を外注する時……昨年は25％外注しました…･･･の金は別

です。

主な機器開発計画は毎年60点位あります。当所で開発

した特許は民間に無料で使わせ室す。林業機械は多種少

量品なため，メーカーがやりたがらないのを奨励援助す

るのが本来の狙いですから。

機器開発の具体的項目

現物を見たものもあり，スライドだけのもあります

が，一応項目だけでも紹介し童すと，

1．木材管理，安全，牧草等関係

牧草地用播種機．180台作り2年間に40万エーカー実

施。荒地起耕用プラウ。

モールドーフ…家畜水飲場への曠渠を作るため苗畑用各

種作業機

野草種子採集機･･･ハイドロシーダ一用の種

ツリーモンキー…幹を抱いて登り枝払いする。

ツリーシェーカー･･･幹を揺り種を振い落す。

ツリーイーター･･･トラクターの前面に刃がある。

チッパー…路傍の雑木9〃位までをチップにして拙く。

（写真5）

疲労度の研究･･･エネルギー代謝率関係。

自動鋸用保護着･･･Xがそれて怪我するので，脚および足

首部への保護着，バリスティックナイロン製。

トラクタ安全装置…落水および顛落の対鑛。

二分できる担架。

§

守勢 鍵図錘鐘壇

2．病虫害防除関係

防虫剤l･･･DDTと異なり，粉を撒きその害虫だけがたか

るもの。

薬剤散布機..主にヘリコプタ用。エーカー当り20立から

の林業技術〕
－

230gr位の微量散布までの研究

薬剤自動混合機…林内現場で激毒薬の調合を変えつつ効

果澗碇をする際必要。トレーラー式の移動実験室

型，3万＄

3．山火消火関係

耐煙マスク．..よく嘘過し，しかも高温で重作業中でも呼

吸が楽なものを徹底的に研究した。

耐火衣服･･消火夫のためのもの。

排気管試験…排気の焔が山火の原因になら麹よう350種

につきテストした。合格200種の内ホンダのWC－

100F09201が最良と褒めていた。この装置はここに

しかない由。

見張所.,トレーラーに仕組んだ山火見張所で櫓より経済

的。

消火剤投下…1＄ノガロンまで安くできた。0．75までで

きそうだと。

低空用落下傘･･･消火隊用。多少操縦できる。

防火淵掘機…幅12"位の防火線を一人で作る。

防火逝難所･･･山火に囲まれた消火夫を救う天幕。アルミ

箔で370｡Cのほてりを反射b

消火隊資材…消火チーム50人を西部の遠隔地へ出す際の

キャンプ用の一切の資材をヘリで運べるように軽く

纏めたもの◎

4．小径計画（散策，狩猟，測箪，見回り等用）他。

小径均し機…回転する匁で平に削り均す。

倣。等。飲水浄化装置

川床を堀り砂利を清め鮭の産卵場を作る。

現在の実働機械について

苗畑，集逓材現場，製材所と見た中にも多数目につい

たがこれらは紙面の都合上今回は割愛し，特に林道関係

－1ろ－
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のものについての象述べます。

1．写真測量，地図作製，道路設計関係。

1yF不碆測りJ

ります。

ハイウェイの傍で適倒の岩山…山というよりむしろ広大

な露頭･･･に大馬力の

シャプ､<ル，コンツ電

、

と思う。

ji.I｣｣奥の場合。砂岩を崩したものを6"～12"になる位

敷き，その上を振動式ローラーで踏承砕きながら転圧す

る方法をとっていました。（写真10）

5．ハイドロシーダー(Hydroseeder)(写真11)

雨量が少ないため，法面や当分使わぬ搬出路は草のつ

きが悪く，土壌浸食の原因となるので，この機械を使い

草の種を揺ぐ。これを徹底的にやり効果をあげている。

エルキンスの例ではエーカー当りで牧草（ケンタッキ

ー）の種90,肥料100,鋸屑1,000ポンドの割合で水に混

ぜてポンプで地表に吹きつけた由（2人で1日15エー

カー位)。ワーレンの例では，クラウンベッチ(CrOwn

vetch.浜碗豆に似て豆科，種は赤褐で艶よく長径5ミリ

位）の種と石灰と肥料とパルプを水に混ぜたものを吹き
つけていました。

6．機械化に適した林道設計

山の地質，道路の鏡模（幅，長さ）等により使用機械

刃エ法も変わるのは当然ですが，概して設計そのものが

機械化に適しているように感じました。アパラチヤ山系
で見た例によりますと，

a雨量が42〃（アイダホ州北部ではさらに25"）で日

本の半分位，しかも年間均一で降雨期がない。

b.地形が一般に緩慢。

c、中腹林道が多い。側瀧の水を道床下に埋設した鋼管

により谷側に流しているが，この管のピッチをつめるこ

とによりL型側瀧･･…建設にもさらうにもモーターグレ

ーダでやれて便利･…･･で十分間に合わせている。

d.地山が砂岩または頁岩で表土は浅い。林道の勾配ば

±8影まで許している。a,b,cとも関連して切土も盛

土も割合少なく，かつ橋梁，擁壁，側瀧のような構築物
がきわめて少ないのに感心した。

一

…轄鑑…趣き鎧
ー、、霊“し‘､”語

航空写真から等高線地図を作る。その上に5資源関係

を入れ，開発齢薗道路の予定路線を設立する。その断面

寸度をIBMのカードに記憶させ，それから逆に最終路

線を決定する。私には専門的過ぎたがとにかくよく機械

化しているのには感心しました。山が広大で，地図も蓄

積調査も不十分の所が多いらしく，本庁にも各局にもツ

アイス社とかケルシュ社の精密機械をたくさん並べてや

っていましたが，それでも間に合わないでいるようでし

た。

2．パーソンの実験林内の林道工事。

わりに平坦な広葉樹林内に最簡易な作業道（トラック

は入れぬ）をつけていた。5t位のクローラーのサルキ

ーを脱したもの1台と自動鋸1台。5人の編成。幹を索

で曳いて根倒しにし，自動鋸で玉切りしてブルで押片付

け捨てる。測量杭も見当らぬようでした。

ろ．エルキンス付近の林道工事現場で。

スプルースノブの帰途，ジョプコーの現場を見た。50

沢ごとに測量杭を打つ。地山は全部砂岩。D6で道を入

れたあとを,D8で作業する。法面はプルで路盤を削り

下げながら荒仕上げしていく。仕上げはモーターグレー

ダ。L型測溝部はリッパーで砂岩を掻いてからグレーダ

で仕上げる。測量杭は工事中全然邪魔にならぬように扱

われてるのに感心しました｡すなわち法頭からろ沢山手

に控杭（赤旗つき）を打ちその面に「法頭は前方3沢下

方1眼，路心は前方何沢下方何沢」と記入してありまし

た。（写真9）なお削った土が余った時はと尋ねたら，

路肩を広くするか面を少しあげると，谷側の法面の立木

は切らずにそのまま残してあった。

4．道路用砕石の機械化

i.川の砂利や砂に頼れぬので大規模の砕漏工場があ

一
一

I
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第12回林業技術コンテスト

〔林野庁長官賞〕発表要旨

虹別造林の

実態調査報告

黒岩猛

〔滞広局中標津営林署〕

一■ｰ。■‐■

1．はじめに

私は’昭和59年5月から昭和40年12月までの間に，お

よそ次のような事柄を中心に調査を行ない，できるだけ

効率的に，より正確な資料を得るために，調査方法を工

夫検討し，予定通り結果を得ることができましたので，

その調査方法と，結果を報告する。

なお’この調査は，造林地全体について実施すべきで

あるが，今回は特にカラマツが一団地に集団している

5,600haの虹別団地を対象にしたものである。

すなわち

①この林分の現況が’収穫予想表あるいは期待蓄積に

対して，どのような経過をたどっているか。

②造林木の減耗の原因は何であるか。

2．標準地の設定方法と調査方法

まず，大面績に少人数の職員（現場職員1人当り造林

地面積886ha)という条件下で系統的に将来も利用可能

な調査資料を効率的に得るためには，いかなる方法が有

効であるかを検討した。

造林地の現況を的確に把握するためには，ある程度，

密度の高い調査地数が必要なことは当然であるが，地形

的要因による成林への過程について分析するために，一

応標準地憾’造林地10ha当り1点の割合で設定し，大

きさ臆004ha(20m×20m)とした。調査点の決定方

法は，無作為に引かれた一つの線を基線とし，これに直

交する線とによって’方眼状に区画されてできた裕子点

を調査原点とし，方眼は一辺355mである。この標準地

には’一連番号をつけ，また，標準地内の調査木にも番

号をつけて，今回は，当地のカラマツ林分について，次

表のとおり標準地を設置した。

林齢生213|416161718191'0''|'21'31'4'51合計
"'4361291391471481391381'71'Slel''|71931"471481s｡
この標準地においての調査事項は

①毎木調査②枯死原因調査とに重点をおき，調査を実

施した。

3．調査の結果

虹別地区における地位は，森林調査簿では2等地およ

び5等地である。（ろ等地は西別岳山麓の緩斜面）この

調査の結果を釧路，根室経営計画第2次経営計画書の収

穫予想表と対比した。

A造林地の各林齢別の実態については，第1表のとお

りである。

a)本数について

当地の植栽本数については9年生まではha当た

り2,500本植栽で，10年生以上の造林地はha当た

り3,000本植栽である。

ha当たり2,500本樅鍼の5年生では2,193本，

9年生では1,924本であり，現存本数は収穫予想表

のほぼろ等地を示している。

ha当たり5,000本植栽の10年生では2,250本，

13年生では2,100本b15年生では1,925本であり，

現存本数は収穣予想表の4等地より，やや過大の傾

向を示している。

b)胸高直径について

5年生でば平均2.1cm,10年生では平均7.1cm,

15年生では10.6cmであり,11年生ごろから直径生

長は，やや緩慢となっているが，総体的には，比較

的順調な生長経過をたどり収穣予想表のほぼろ等地

に該当している。

c)樹高について

5年生では平均2.5m,10年生では平均5.6m,15

年生では平均8.9mであり，その結果は収穫予想表

の地位3等地～4等地の中間を示している。

d)材種について

10年生では31.16m3,15年生では81.43m3であ

り，収穫予想表の地位ろ等地～4等地の中間に該当

している。

以上，これらの調査の結果に基づいて現実林分を

考察すると,ha当たり2,500本植栽箇所の現存本

数はほぼ予想どおりであるがha当たり3,000本植

栽箇所の現存本数については，やや過大な傾向にあ

る。また胸高直径の生長経過はほぼ満足な結果とな

っているが，樹高がいくぶん低いことからして，や
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濡2幾 カラマツ建赫地と収護乎恕幾とり鐵比 r詮蓋1）
5年目ごろから急激に枯死本数が

多くなっている。

さらに12年～13年以上の造林地

では，林分のうっ閉度合が高まっ

ていくため，野鼠の生活環境とし

て不適当となり，棲息数は減少し

ている。

c)野兎の害について

枯死率は5．5％で，第1図のと

おり，枯死期間は1年目から9年

目までと続き，比較的長期間にわ

たっている。5年生の造林地で，

枯死木は最大となり，その後，緩

慢な減少経過をたどっている。

d)ナラタケ病による枯死について
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諮問図 齢蹄馴枯死原図 r心蚕リ）

枯死率では，第1図のとおり*妙E期間は1年目か

ら7年目までと続き，4年目の造林地で枯死は最大

となり，その後は順次減少し，7年目以上の造林地

においてはほとんど枯死木は象られない。

e)寒（風）害について

枯死率は3.0影で第1図のとおり枯死期間は1年

目から，7年目まで続いており，その時の穣雪量に

もよるが，樹高が積雪上に出ている。弱少な2年目

から4年目ごろが被害が多くなっている。

f)雪害について

被害率は1.9％で第1図どおり枯死期間は植栽後

6年目から12年ごろまで続き，雪圧により折損し劣

勢木になっていく傾向を示している。

g)自然枯死その他について

植栽後10年目をすぎるころから，娠己の諸被害に

対する抵抗力が次第にたかまってくるにしたがって

被害による枯死は少なくなっていく半面，過密林分

化へと移行するので，優勢木と劣勢木との間に顕著

な差が生じて，10年生では枯死本数79本，15年生で

は枯死本数150本，15年生では枯死本数507本と樹勢

の衰えたものから，自然淘汰されていく。

以上林齢別による諸被害区分であるが，このことか

ら，幼齢時（1年～5年生）には極左の原因により，枯

死する要因をはらんでおり，年数を経過するにしたがっ

て，自然淘汰されていく本数が多くなっている。

4．おわりに

以上1カ年間の調査であり，十分とはいえないので，

今後は調査を定期的に行ない，成林への過程を究明する

とともに，当地に対する被害の早期発見に留意して’保

育・保護の資料としたいと考えている。

ぐぴ

ごり

二F

か
む
命

彗竺ニー
ノク一力冒

藷 ﾉ鶴 客

や梢殺木の傾向にあるといえる。

B枯死木の原因調査について

昭和59年における標準地枯死原因調査の結果と，そ

の後1カ年間に枯死したものについて，林齢別に枯死

原因の種類および，本数を調査すると，第1図のとお

りである。

a)保育について

枯死率は1.9%(ha当たり3,000本に換算して，

以下同じ)’枯死率期間は植栽の’年目から4年目

まで続いている。2年目は2回刈をすることもあっ

て枯死木は最大となっているが3年目となると，下

草との判別が容易となるため誤刈りによる枯死は急

に少なくなり，5年目となるとほとんどみられな

い。

b)野鼠の害について

枯死率は'2.3影で，第1図のとおり，枯死期間は

1年目から'5年目までと長期間にわたっているが，

下刈実行期間中の造林地は清掃されていることか

ら，野鼠の棲息数は少なく，下刈実行期間をすぎる

.

一

ｰ
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用ができず，したがって土場用地はその奥地の国有林内

の小沢を利用せざるを得ない現況である。したがって作

業道を作設しても作業道沿いに架線して集材木をその直

下に巻立する，いわゆる築材巻立は不可能であり，従来

集材架線とは別に作業道に平行，すなわち集材架線とは

ほぼ直角な方向に選別巻立線を架設して巻立を実行して

いた。しかしこの方法では別に巻立用の機械を必要とす

るばかりでなく集材工程は複雑となり，組編成人員も多

く，見かけ上の功程は_上がっても，1人当りの生産性は

低くまたとかく蕊材工程と選別工糎の流れが一致せずロ

スが多い欠陥があった，このような実情からこれを何と

か単純化して1台の集材機で，しかも集材架綴に対して

直角な方向にも巻立できる方法がないかと検討した。そ

の結果複胴サイドエンドレス付集材機のサイドエンドレ

スを利用することを考えついた。すなわち複胴サイドエ

ンドレス付集材機は元来エンドレスタイラー式等で横取

り範囲が狭い欠点をこれによって補う目的で製作されて

いるが当蕊業所のように比較的集材距離の短い所ではフ

ォーリングブロック式でもそれほど功程上支障がないの

で索張方式はフォーリングブロック式を採用し，遊休と

なるサイドエンドレスを巻立てに利用する方法を検討し
た。

2．考案過程

現地において運転手，集材手とともに地面上に索張方

式，土場作設の方法等について作図をしたり，また，

杭，針金等を用いて簡単な模型を作りながら，極左研究

検討の結果，図1，図2の考案に成功した。

土場作設の方法はトロリー搬付畜力運材時の片巻土場

と同様で山腹を片崩しして作設しその路面上に図2の索

第12回林業技術コンテスト

発表要旨

集材機の一段集材

ｵ並付の考案について

村田正人

小本勝彦

〔旭川局・留萠営林署・幌糠製品事業所〕
－

ー,ご垂■し－＆■ー々｡一一一一函
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考案の目的

近年林業生産の機械化が充実するに伴い機械作業の合

理化が強く要望されており，特に作業現場に従事するわ

れわれには生産性の向上に結びつく機械効率の向上と作

業仕組の単純化が大きな課題とされている。

当事業地は立地条件の関係から従来の集材方法ではこ

の要望に応ずることは至難と考える，したがってこれに

かわる集材方式を開発することにより要望の万分の一で

も満せればと思い能率の向上と生産コストの低減を目的
に考案した。

考案の内容

1．地況と考案の発端

当事業地は水田農家の両側に位置しており，大きな沢

はほとんど水田用に利用するダムや用水路が作設され使

別表1過去5年間の実行比較
今

別表2組編成人員と功程の比較
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本方法
平均集材距離450m

〃450m

付昭和40年度実行概要1
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ワ

平均集材距離450m2.1本当平均材職0.180
1日当搬出通20.5m36.1回当所要時間14分
走行時間6分8．繩付時間（4分）
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1日当築材回数51回
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張方式を施しエンドレスにより戻し

を取付け，さらにシッヤクルを用い

てフックを取付けて荷卸された丸太

のスリングを掛け所定の箇所に繊付

をする方式である。

作業方法は山元で荷掛作業中に枇

付を終らせ繩付作業中に荷掛を終ら

す方法でまったく無駄のない作業方

法である。なお詳細な方法，方式等

は図1，2の通りである。

図〆ブ式一リン玲竹ツケ弐一段熊哉繼ﾘｲ・兼識図

むすび

この考案については工程の単純化

と機械，効率の向上を重点とした関

係上当初は功程の面で心配されたが

実行結果は別表の通りであり，予期

した以上の成果をおさめまして生産

速度の向上，早期販売による新鮮な

素材の市場供給等の役割を果たす。

ことができた。

この方式は昭和39年度に考案し，

一部実行した結果，好成績であった

ので40年度には全面的に実行した次

第で，その結果当初予定の集材工程

歩合147％添野％減の120％と大幅な

進歩を見為ことができた。

なお41年度は一層の創意と工夫に

よって110％の集材工程歩合を目標

に実行計画を組んでいる。またこの

考案により大幅なコス1,ダウンが可

能となったが，これの比較について

は擬料収集が時間的に無理であった

ので次回にその収益性について発表

したいと思う。またこの方式は全幹

集材作業の伽付にも大いに期待でき

るものと思う。

以上まだ完全とはいえないが実行

結果により説明しました。皆様のご

批判を賜りますとともにご指導のほ

どをお願い申し上げる次第でありま

す。

一

夕の労刷よ
た丸丸

１
１

一
一

洲勺労

瀧Lた

Ⅱ｡爵"",MIIⅡ猟".,UIlI‘｡･･･bIhllIo｡-｡,IIlH,････IIlⅡ‘,,,,lllIh..",IIllU』｡."0$'111．－‘llIUド･･･｡I

1,"･lm11I1‘･･･,''''111,..611111加,."lI11jI･"‘1川111,1,"jlllIII'"4llIIIfli.,.,1Mい"l1II11M-,Kllll

-.111ﾙー‘畑b1l-uIM…‘MIllO-4岬･･山jllIII･･･"‘11m…'111009..,.･IIInI･…1,1111

－18－



■且甦卜■‐厚一壼一
一一＝…＝~一一弓

第12回林業技術コンテスト

〔日本林業技術協会賞〕発表要旨

スリングの

改良について

画
１
２
ホ
ル
ダ
ー

三 宅頼雄

〔高知局・奈半利営林署〕

一

一 ～
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集材機作業に使用するスリングは現在当局符内で一般

に使用している形式の両端にアイスプライス加工したも

のはいろいろの欠点があり，その中の最大の欠点は耐用

期間の短いことである。すなわち従来型（アイスプライ

ス式）のものでは耐用限度は1本当延50m3という統計

がとられている。その他の欠点としては細工点（スプラ

イス点）にバラが出る。曲げ応力による強度低下等が考

えられる。

ここに公表するスリングは従来のスリンク．とは全く毒

えを異にしアイ部の全くないスリングである。

このスリングの場合は耐用限度を第一識に考え，現場

で使いやすいよう設計したものである。椛造の概要は図

、

次
陶
罰、

餡／
I

図－2のホルダーは内部に5段の穴のある円筒の一方

を粥欠いたものの頭部にローラーを組桑合わせたもので

円筒の最土部にはスプリングを利用した安全装置を仕込

んだ。

なお下端の15R部は使用の途中この部分において索の

剪断現象が見られたので造加工したものである。

寸法は当初12%索用と14猟索用それぞれに

ついて決めていたが，使用が複雑であるので

ソケッ1､の内径の象，12，14淵両サイズ用と

して考え，他の外径およびホルダーは12，14

猟共通とした。使用のさいは1吊荷に必要な

スリンク数だけのホルダーを索を介し図－5

左のようにロージングプロックに取付ける。

この場合1本の索で取りつけるホルダーは2

コ以内としなければ危険である。

ソケット止したスリングの中間には図－3

左のようにホルダー1コを遊ばせておき材に

急ぷ‘癖陰.榊一

Ⅱ

ー

固一f

ソケット典徴部
虜怒〃.〃‘'鶇

－1に示す鋼索1本および図－2に示すホルダー2コを

1組として使用するものである。

図－1の鋼索の両端はソケッチングしソケットの内側

"'/sのテーパーをつけ，さらにソケットが索の内側へ動

かないようするため端部をしぼった。外側は狭部通過の

際の抵抗をなるたけ少なくするため2段型にした。

溶融金属は最も強度の高い純亜鉛を用いた。

スリングを巻きつけるときはこのホルダーの欠けた部分

が上になるようにし，図－5の①～③の方法でソケット

の先端で中間に遊ばせたホルダーの安全装置を押し上げ

上2段の穴へソケットを横から入れ離すと安全装置が働

きソケットは下2段の穴に止まりはずれない。

他の一端をロージングブロック側に取り付ける時も同

じ要領でソケットをホルダー部に入れる。
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を考えサイズアップしたものが図－1，2に

書き込んだ寸法である。

現場での試用結果では次の長所短所が立証

され，最大の目的である経済効果については

表－1の如くである。

長所

1．小さい曲げを考えないので実質的安全

率高く，寿命が数倍になる。

2．バラが出ないので安全である。

5．ロージングプロックへの取付け取外し

が簡単特に荷外しの際スリングをロージング

ブロックよりはずす必要がないので作業能率

があがる。

4．スリングが荷卸し場で遊ばないので従
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重璽はホルダー1コが0.9kgソケット部0.1kgである来のスリングの粥の本数で足りる。

から作業員が手に持つ璽瞳は従来のものとほとんど変わ5．細工代が少ないので補修ができる。

らない。 短所

試作品は図－1および2に示すものより径，長さ共に1．現場で簡単に製作できない。

若干小さいものであったが，12%索使用11月の始め製作2．製作費が高い。

し，あらかじめ2tonの荷重をかけたのち東京製綱泉佐3.2本以上のスリングを簡単に継ぎ合わせる等の応

野工場において試験してもらった。一方他の試作品4組用使用ができない。

は当署西谷製品事業所で使用した。

東京製綱での試験では破断強度7,600kgの試験索に対以上のようなものであるのでいま全スリングにこの方

しローラによる曲げ部において5,400kgで切断，ソケツ式を採用することはできないが，大部分に使用すること

}･部の引張に対し1カ所は51100kgで切断，他の1カ所は可能であり，この場合は相当の経費持出の減が見込ま
IX6,100kgでソケット破損という結果であった。れるので今後は量産化をなし，コストを下げ，さらに製

曲げ応力部の強度は従来型では58.8影に低下すると言品の完壁を期すよう努力したいと考えている。

わ鯉て､､為のに対し本品で確響響L=71%と相当高
くなっているが’80影位は期待していたものであった。×××

またソケット部では100影近い強度が望ましく以後強化

－20－
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Ⅱ調査地の概況

新潟県北魚沼郡入広瀬村大字大白川新田浅草山国有林

の中心を占める五味沢団地である。ここに，海抜700～

900mで,150～250年生のブナ過熟林分の皆伐跡地であ

り，おおよそ10年前からスギを主に造林し，その面積は

500haを越えている。

また，近隣する観測地での気象は，昭和29年～昭和38

年間の平均積雪量る09m,最低気温-10.2｡C,降雨壁

3,218mmである。

調査地の雪の状況は，10月下旬頃初雪に見舞れ，，1月

中，下旬から根雪となり，2月に積雪は最高となって5

~7m記録し,5月中，下旬頃までの6カ月間、重い湿

性の豪雪下にある。

Ⅲ調査方法

雪害調査は，四手井氏の分類法を参考に第1表のとお

りとした。

（第1表）雪害の分類

第12回林業技術コンテスト

発表要旨

豪雪地帯におけるスギ造林木の

雪害調査報告

一地形と土壌からみたスギ造林地の適否判定一

ロ

浅 田正郎

〔前橋局・長岡営林署〕‐

I目的

当署管内の国有林は，裏日本特有の湿性の豪雪地帯に

あり，雪による造林木の被害は，実に大きい。近年，奥

地林の急速な開発に伴い，豪雪地帯の人工造林地は増加

の一途にあり，雪の問題は育林上ますます重要な課題と

なっている。しかし，既往の研究成果は，まだ，これら

の解決を明示し得ず，そのため，育林上の要求を満すに

いたっていない。したがって豪雪地帯の林分を観察して

その実態を把象，雪害防除対策を考究し，育林技術を前

進させることはきわめて有意義なことである。

そのため,59年度に,半段丘状地形にある訴年生スギ造

林木の成育と雪害を調査した結果，地形が林木の成育と

雪害にかなりの影響をおよぼしていることが判明した。

すなわち，凸遡膠と傾余地は比較的雪害も軽度で成育も

良いが，傾斜地より平坦地への移行姻杉＝凹地形では，

地形により雪の影響を強く受けるため雪害がひどく，成

育も著しく悪いためスギの造林地として不適当であるこ

とがわかった。さらに，平坦地と緩斜地では，樹高が最

高積雪深の2倍（10～12m)以上になれば雪害が少なく

なるが，それまでにかなりの雪害を受けるので，スギ造

林地としての適否については，さらに深く究明する必要

性を知った。

そこで40年度は，地形，特に平坦地と緩斜地における

雪害の特徴をより深く調査し，地形と土壌からゑたスギ

造林地の適否を判定することに主眼をおいた。それに加

えて，幼齢期における雪害の経年変化を把揚し，その特

徴を知ることにより保育上の指針を得るため基礎的調査

を行なった。

その結果，地形と土壌から，スギ造林地としての適否

を判定する一応の目安をつかむことができた。さらに，

幼齢期における雪害の経年的特徴を知ることができた。

雪害の大別｜雪害の種類’被害部~－野
け|(根元)I｜｜枝損傷 害 抜

罰
一
折

れ
一
れ

根元｜幹’’
根元｜幹l梢’（枝）

形害~|~~噸一
合害｜折れ曲
変
複

り｜根元｜幹｜
り｜根元I（幹〕’

梢lI枝）
(梢）I（枝）

注（）は調査の対象とならなかった雪害

造林木を観察するなかで，平坦地と傾斜地の根元曲り

に大きな速いがあることを知った。すなわち，傾斜地の

それは単純な曲りであるのに，平坦地のそれは，根元で

折れて1111っているものが多く，これを「折れ曲り」とし

て調査した。

根元曲りについてば，根元からの水平線と樹幹の通直

部から垂直に下した線との交点蓑での水平長を測定し，

これと樹高との関係(水平長／樹高×100)を根曲率とし

た。

土壌調査は，調査地ごとに土壌型を調べ、さらに，林

木の成長に最も関係深い腐植の浸透深を調べ，地形と土

壌の関係で調べた。

成績調査は，樹高と直径を測定した。各調査地の供試

本数はだいたい55本から85本の範囲にあった。

Ⅳ調査結果

（1）地形と雪害の関係

5年生，10年生とも傾斜と雪害の関係はきわめて深い。

10年生では，「折れ曲り」が4･で63％，10°で耳2影，

15.で9％となっており，損傷害，枝抜けもほぼ同じ傾

向にあり，傾斜が緩いほど，いわば平坦に近づくにつれ

雪害を強く受け，10．をさかいに急減し，17，18．で雪

害ばまれになる。

6

ー

一
Ｊ
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毎年51cmづつ伸びることになり，概して正確な関係式

といいうる。形状比で（樹高／直径）幼齢木の細長度を

熟ると，6年生頃までは形状比が高いが，8年生頃から

やや低くなり，上長成長と肥大成長のバランスが整って

くる。

V考察

（1）「折れ曲り」について

「折れ曲り」は，林木の価値を著しくそこなう「割れ」

「折れ」などの損傷害を誘発するので，常に危険性を内

包している。この出現傾向は，傾斜の強いほど少なく，

緩くなるにつれ多発する。幼齢期の造林木は，木質化が

さほど進行していないため雪で折れても傷部治癒現象が

旺雛なので容易に癒蒲する。そのため，「折れ曲り」が

発生するものと考える。したがって，この雪害は，幼齢

樹雪害の特徴といいうるものであり，あわせて，沈降圧

や嗣行圧が樹木にどう作用するかによって単純な曲りと

なるか，それとも「折れ曲り」となるかが決定されるの

で，姻膠による雪害程度を判定する絡好な指標となる。

（2）スギ造林地の適否判定

①凹地形，平坦地10.以下の緩斜地は雪害的にも，

土壌的にも，スギの造林は避けるべきで，天然更新す

るのが妥当である。

②凸地形，15．以上の傾斜地は，スギの造林地とし

て適当である。

③10･～15。の緩翁鼬については，土壌条件に基準

をおき，スギ造林地としての適否を決めるべきである。

（3）雪害の経年変化

3年生頃までは，外力に対し抵抗力が弱いため損傷害

が少なく，主として変形害が多い。4～6年生頃は，自立

傾向も強まるので，「折れ」が発生するが傷部治癒能力

が旺盛なため容易に癒着し「折れ曲り」となる。さらに

7年生以上になると木質化が進むので損傷害を受けやす

くなる。したがって，幼齢期におけるスギ造林木の危険

林齢は4年生頃から10年生頃烹であり，雪害の経年変化

にみあった防除対策を藷え，育林に生かすこと力鍾要で

ある。

5年生でば，「折れ曲り」ば，6．で38％，11．で22

％，15°で8％となっており，損傷害は10年生に比べ，

その発生はかなり少ない。

総じて，これら被害の出現傾向は，かなり近似してい

る。また，「折れ曲り」は，傾斜の強い所ほど軽度であ

り，平坦地と傾斜地とでは数字に表われない内容的な差
がある。

「根曲率」は，10年生では，4°で26％，10･で32％

と大きくなり，15･で26％となっている。5年生では，

6．で22％，11．で．2ざ％と若干曲りが大きく，15･で22

影と下がり，いずれも，10。近くで曲りが大きい。

（2）雪害の経年変化

「折れ曲り」は，2．3年生で少し発生し，4～6年生で多

発し，7．8年生で漸減し，10年生頃からその発生はほと
んど止まる。この累積被害は，平坦地では10年間に6割

強になる。

「根曲率」は，5年生までは大きくなるが,それ以降は，

倒木起をする関係もあって，ほぼ同じ状態となる。「損

傷害」は，年輪をきざむにつれて多くなり，「枝抜け」
は，8年生頃までは発生も多いが以後，少なくなる。

（5）地形と土壌の関係

平坦地から10。近くの緩斜地にかけては弱度の秘生ポ

ドゾルである。この土壌は，腐植の浸透が浅く，しかも

粘土質の非常に緊密

な土壌からできてい

諌鋒と滋癩逮径搦競比噸係るため，通気性，通

一

水性が悪く，そのた

め，根は地表面浅く

分布している。腐植

は傾斜が強くなるに

つれいくぶん深く浸

透するので，土壌の

緊密度はややゆる

み,おおよそ15･近く

でBc型に移行する

が，所によっては，

10.近くでBc型とな

ることもある。

（4）成績結果

第1図のとおり，

林齢と樹高の関係は

y=0.51x+0･45であ

った。したがって，

植付時に地上部にあ

ぁ苗長は45cmで，

”
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Ipー2毛一.畠Pで二戸一丁一一一

架線方式はフォーリングブロック方式に架線しこれに

移動索としてエンドレラスラインを増設したものであ

る。作業方式はエンドレスタイラー方式の賜合とぼとん

ど変わらないが，エンドレスライン（制動索）が駆動し

ないので実搬器の走行は三胴集材機のようにスムースに

はできない。しかし実際の作業上は特別不便なことはな

いようである。

従来方式と改良方式の最も異なる作業方法は前述の改

良目的の中で記述したように，引込滑車の取付，移動の

作業が極度に軽減されたことである。まず作業方法につ

いて説明する。従来方式の場合荷掛の都度引込滑車の取

付移動を行なっているが（図一Ⅲ参照）改良方式である

と索張時における滑車の配置や集材順序でこの引込滑車

の取付，移動はほとんど必要がない。搬器の停止および

ロージングの引込操作は，吊荷と滑車の延長線_上で搬器

を停止させ引戻索を巻きながら荷揚索をゆるめ所定の位

冠までロージングブロックを引込む，この作業はエンド

レスタイラー方式の場合とほとんど変わらない。

リフチングラインの掛け方は2段掛，5段掛，4段掛

等あるが引戻索の保護の意味から5段掛が一番良いよう

である。集材区域が運転者から直接見える場所では2段

掛でも結構であるが安全確保の面から考えるならばろ段

掛が一番無難な掛け方のようである。

第12回林業技術コンテスト

発表要旨

~一一一一

フォーリングブロック方式
ウ

について
］

津 曲明利

〔熊本局・多良木営林署〕
一

一ー一一も■‐一一一ー■一■一一卓一一一由G－－－Fの凸＝▼

1．改良の理由

二胴集材磯を使用してフォーリングブロック方式に架

線し全幹集材作業を実行する場合，最も不便なことは荷

掛の都度引込滑車の取付および移動を行なわねばならな

い。この取付移動作業のため起こる無駄を排除するため

に，鐙器を任意のヵ所に停止できるよう制動機および制

動索を増設し集材サイクルの短縮を計ると同時に作業量

の増加を計るべく改良したものである。

2．制動機の構造
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3．架線方式および作業方法

4．実行結果について

・林況および地況スギ人工林65年生,ba当1,192

本$306m3,林地傾斜25度

・葉材施設主索24m/m6×7(スカイ),荷揚索

12m/m6×19(Fi),引戻索10m1m6×19(Fi)

制動索(エンドレス索)10m/m6×19(Fi),集材

機Y-25(FGTB),主索高(10-50)15m,スパン

400m,傾斜12度，錐材距離(230-380)/S0m,

繊取距離(5-50)/50m,組人員6人

易

』徹
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①荷掛作業の比較 表1
従来方式改良方式謬拷謬拷
Y-25Y-25Y-33Y-25
FGTBFGTBHGTEGTL

架線方式

彌種亭

↓(黙）
備考

観測価|％ 観測値

鍼
皿
燕
皿
一
一
一

年間作業
量予定

当所にお
ける実行
単価

年間当経
饗

：
分
肥
妬
妬
弘
氾
切
切
唾
記
狸

人
礼
５
３
０
５
０
４
３
４２

人分
0．44

4．86

2．56

0．71

1．0ワ

0．24

1
5．8

2．9

18．65

9

人分
0．62

0．401

1．10

0．37

4．11

0．75

1．37

0．69

5．91

31

21 ２
人
作
業
（
内
１
人
は
枝
打
）

ｌ
網
‐
四
剖
叫
圃
釧
訓
醐
Ｊ
叫
副

２
１

築
材
費

滑

ワ

ロ

制動馴
架設磯

機械の
償却饗

計

比較

4 4，00

27

4,00

27

1，112，00

17,00

21,00

4,000

278

1.112,000

17，000

21,000

0

3，000

283.500

1,456,500

102

障害物除去

荷掛

退避

信号

取付移動

打今ロ

枝打

手待

計

搬器サイク
ル時間分

４
２
５
１
１
４
８
５
０

２
↓
Ｉ
２
１
１
０

一
一
一
６
４
４
７
１
１

２
１
一
○
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7，

5．

245，

1．405，
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０
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②搬器サイクル時間の比較 麦2

盲霧匿鰯撫|･-･i"gl傭ゞ
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:7鶏勤
空搬器走行
ロージンブロ

ック垂下誘導
荷掛

実撤器走行

荷下

荷外

手待

計

分換算

’

冨灘鱗拳灘鯉塗と。摘要
③制動磯の制作磯は35,000円だから5年使用
としてその』んすなわち7,000円を見込２

６
８
４
１
２
５
４
“
一

１

２
３
１

１

２
幅
一
画
”
２
担
氾
叩
一
１

の附入，架設蜜，制動機の製作費等の支出墹加が考えら

れる。一方二胴集材機と三胴集材機の価格差といったよ

うなことが問題に蹴ってくる。

上表でわかるように，架線方式による比較を見ると改

良方式を100とした場合，従来方式は128,Y-33で103,

Y-25(EGTL)で102となっており改良方式が一番

有利であることがわかる。一方この方式による作業量は

どの位可能であろうか，もちろん地形，右回り，林分の

状況等により多少の増減はあるが私の観測値から試潔す

ると右下表のようになる。
③経費の比較について

集材サイクルの短縮および功程量の増大はできること

が判明したがこの方式の採用を経費面から検討した場合

有利であるか不利であるか，これらのことについて検討

してみる。当然のことながらブロック類の購入，作業索

＆

垂
」

4．むすび

以上のことから二胴染材機で全幹集材作業を実施する

場合わずか35,000円の制動機を増設することにより①集

材サイクルの短縮②築材瞳の増大③労力の無駄の排除

さらに①392,000円の経饗節減②2胴集材機の利

用範囲の拡大③安全作業の確保へ搬器の脱落防止

等数禽の利点があることがわかる。

1日集材戯の60mnという数字に満足しているもので

はないがさらに墹大すべく研究努力することが今後の使

命でもありこの方式をより効果的なものにする手段でも

あろう。最後に付言しておくが，この制動機の増設は三

胴災材機の無用論を提唱しているものではない。現在手

持の二胴築材機を三胴集材織同様に“暖稼動させ，あわ

せて経澱の節減を計ったものである。

搬器の所用時間

TL=8.651分

荷掛時分

T2=15.72分

造材時間

T3=29.89分

稼動時間

Y=580分

荷掛瞳

V=1,371m3

（製品材積）
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第1表昭和40年度気象表 (粟倉苗畑

月|気温|最高渦|最低温|湿度|雨量|備考第12回林業技術コンテスト

発表要旨 7．2－2．274ろ78位置
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炭酸ガス施用による

ウラジロモミの養苗について

稲葉福次

〔東京局・静岡営林署・粟倉苗畑事業所〕

一

はしがき

粟倉苗畑は富士山麓に位置し，東京営林局管内，全域

に造林するウラジロモミの山行苗木を生産している。ま

き付によるウラジロモミ山行苗木の生産には，6年に及

夢長期間を要し，その上，種子結実の間断年数が長く，

年により豊凶が不均一で，苗木の計画生産がきわめて困

難である。このような状態の中にあって苗木の需給調整

をはかるため林地に発生した，天然稚苗を山引して山行

苗木の養成につとめていたが，山引可能苗がほとんど根

絶したため新しい対簸を立てる必要に迫られた。

そこで，最近賎業で蔬菜裁培に効果をあげている炭酸

ガス施用による成長促進方法に着目し，これをウラジロ

モミ發苗に応用することにより，生産期間を短縮し，需

給調整をはかることを目的としてこの試験を行なった。

1．調査期間および場所

昭和40年2月26日～9月19日

静岡営林署粟倉苗畑

当苗畑の気象条件は第1表のとおり。

2．試験区の設定

(1)まき付1年据おき苗区

イ．ウラジロモミ無処理区

ロ．〃フレーム区

ノ、 〃 炭酸ガス処理区

第2表成長状況結果表

(2)まき付3年据おき苗区

イ・ウラジロモミ＃(拠理区

ロ.〃 炭酸ガス処理区

ハ・アイモミ無処理区（ウラジロモミより成

長がよいため）

3．供試苗木の抽出

まき付床の無作為で0.25m2の調査区を設定し，調査

区内の全苗木の苗長を測定し，苗長別の本数比によって

供試苗木を各区ごとに10本ずつ抽出した。

4．炭酸ガス施用方法

幅1m,半径65cmの半円形のトンネルを作り，厚さ

0.05mmのポリエチレンフィムルで繊置した温床に炭酸

ガスを発生する。

炭酸ガスは丸少肋ロエKK製の特-M-1号剤を用い毎

朝午前7時20分から10分間に，温床内に自然濃度の5倍

にあたる1,500PPMの炭酸ガスを施用した。

炭酸ガスは約45分間で植物に吸収されることがわかっ

ているので，施用後1時間でトンネルの頂部を解放し換

気した。炭酸ガス施用期間は1回掘おき苗区が4月24日

から6月27日までろ回据おき苗区が2月26日から6月27

日までであった。

5調査方法

調査区設定後4月26日から9月19日まで毎月2回，供

〆

R
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調査し終了時堀取っ
て重量その他を計測
した。
下記も同じ
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(4)枝数

5回掘おき苗区について，ウラジロモミ4“理区に比

し，ガス処理区の方がきわめて多い。

(5)根元径

他の形質因子に比して，ガス処理区，フレーム区，無

処理区の差が少ない。

(6)苗木の健康度

ガス施用区の苗木は，無処理区に比較し，葉の色がや

やうすく，外見は欺弱そうに見える。

むすび

以上の試験結果はわずか1年の調査期間をもってして

は，これをそのまま用いることにいささかのためらいが

あるが，炭酸ガス施用の効果は否象難いものである。

ただ，5回据おき苗区において，ウラジロモミ，フレ

ーム区を対照として設定できなかったことは遺憾であっ

た。しかし，はじめに記したようにウラジロモミのよう

に生産期間が長く，種子の結実が年によりきわめて不均

一な箭木を計画生産するためにこのような方法で成長を

調節し，苗木滞給の円滑化を可能にする目安を得たこと

は本試験の成果と称してさしつかえあるまい。

試苗木全部について苗長を測定し，成長休止期に至り供

試苗木全部を掘取って幹長,幹重,根長,根重,根元径，

枝数を測定した。

6．調査結果

調査結果は第2表のとおりである。

(1)苗長

ガス処理区はフレーム区，無処理区に比しよく伸びて

いる。

(2)重量

イ．幹重

ガス処理区がフレーム区，無処理区に比し重い。

ロ．根重

ガス処理区がフレーム区，無処理区に比しきわめて

重い。

(3)T-R率

ガス処理区がフレーム区，無処理区に比し，その値が

小さく，充実した成長状態を示している。

《
｝
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ンとホールバックライン，または，エンドレスライン等

が地上に接触したり，または，クロスしたり，このた

め，ワイヤロープの損傷，磨耗の原因となり，ワイヤロ

ープの不経済な使用結果となるわけである。

第一線の技術者は，リフチングライン，エンドレスラ

イン等が地上に接触しないように，中間にサポートを取

り付け，または，サイドケーブルの設定個所の選定には

相当の技術を発揮し細心の注意をばらっているのが実状

である。現在秋田営林局のワイヤロープの而棚基準は，

10％19×6で2年で,7,000m3,12%19×6で,2.5年

で,9,500m3となっているが，架線方式がエンドレスで

あれば，ワイヤロープの耐用度も，発位と見るのが実態

でなかろうかと考えられる。前述のように，エンドレス

が全体の25％というのが当局の実態であるならば，全国

のエンドレス方式のワイヤロープの不潜請なロープの使

用量もぼう大なものと考えられる。

このような問題を改善することがわれわれの使命であ

り，エンドレス方式であろうとも，現行の耐用基準まで

使用することが，技術者の願いではないでしょうか。本
器具は安全作業と功程の上昇に大きく寄与することを考
えて，オペレチング，ラインを空中に吊り上げたままの

状態で集材ができるように考えたものである。

本器の考案については，局作業課の技術的な指導を得
て,40年9月当二ツ井修理工場で完成し，工場内におい

て実験し，本年4月より当署内川事業地において現地実
験中であるので，本報告はその中間報告である。

椛造と使用方法は，別紙図面で説明するが，スカイラ

イン上を走行する2コのシーブでキャレジを吊り，下部
にオペレチングラインを受けるシーブ2コがある。ヨー

クの中間には，キャレジ，および，中間サポートと連結
するための装置が上下の方向に取りつけてあり，この装
蹴がキャレジ，または，中間サポートのいずれかのフッ

クに当った場合，かならず連結されるようになるわけで

ある。

本器の使用は，中間サポートを中心にして，左右にお

のおの1コあって，キャレジが，いずれかの1コ，常時

索引しており，中間サポートの先端に接すると同時に離
脱して中間サポートのフックに連結され，キィレジの承

が中間サポートを通過し，テールツリー側にある本器に

当り，同時に中間サポートのフックから離れて，キャレ

ジに連結されて動く仕組になっているわけである。

このようなワイヤシステムになっているので，リフチ

ング・ライン，エンドレス・ラインは，常嶬二つの本器

（オペレチングラインハンガー）に支えられている関係

上，中間サポートの個所での地上接地による，損傷，磨

一マー金一畳ロE全一司暫◆一一面－9屯■｡■■■■■h

第 12回林業技術コンテスト

〔林野庁長官賞〕発表要旨

ムー▲ｰヘーュマ一一生Fヘマ二一・一▲▲▲△▲▲▲▽でrママ守、マ

オペレチングライン，

ハンガーの考案

畠山宏

〔秋田局・二ツ井営林署・二ツ井修理工場〕

一

＝_孟壷＝存戸一一壱二舎二・一￥一一・一ト告pD－･

林業の磯械化は，近年一段と進歩し，とりわけ，集材

機および，架線の発達は，めざましいものがある。

架線技術の改良と器具の考案によって，生産性の向

上，コストの低減，労働災害の防止を通じて，企業の経

営に寄与するとともに,奥地林開発のためにも,重要なポ

イントとなっていることは論をまたないところである。

現在，国有林野事業，特に生産事業における，繊械化は

機械の性能，オペレーターの技術，地形に対する，架線

方式の選定と器具等の考案にあることと考えるわけであ

る。従来の架線方式の極左問題点を究明し，作業の能率

化と，安全作業の碓立を図ることが現地のわれわれに与

えられた，使命であることといっても過言ではない。

考案の動機としては，災害の撲滅，生産澱の節減，と

りわけ，燃料識の節約，ワイヤローブの寿命の延長と使

用数量の減,1日の工程の向上にあるものと考えられる。

最近秋田営林局管内における架線方式を見ると，タイラ

ーが全体の67％，エンドレス方式が25％，フォーリング

ブロック方式が8％となっており，スパンも大型で800

m以上のものが，実に全体の65％となっていることも，

見逃すわけにはいかない。今後伐採地の奥地移行にとも

なって，スパンもますます長大化していることは衆知の

とおりである。現にスパン1,000m以上の個所も数多く

見られ，スパンの長大化によって，当然中間サポートが

必要であり，地形のいかんによっては，峰越しとなり，

架線方式としては，最も非能率的で不経済である，エン

ドレス方式を採用せざるを得ないことが往六にして多い

わけである。

また，スパンの長短にかかわらず，地形の関係で，逆

上げとなり，エンドレス方式を，止むを得ず採用する場

合も多く，特に峰越し集材の場合には，リフチングライ

』
ｑ

』ｱョ
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る上に，ウエートが軽盤であるので検取りの際の労働の

職減が考えられる。今後多段集材を解消するための一策

として，曲線集材が考えられるが，曲線集材の最大のな

や熟は，オペレチングラインの処理ではなかろうか。本

器を使用した場合，リフチンク・ライン，ホールバックラ

インが常時，スカイラインの直下にあるので，片曲げの

曲線集材は容易となると考えられる。今までわれわれが

現地で実行していた峰越し集材，または，逆上げの場

合，リフチングライン，ホールバックラインが地上およ

び，立木等に接するので，その抵抗が大きく集材機に対

する影響も大きく，燃饗の問題，キャレジのひき寄せに

も，無理な運転がされていたが，本器の出現によって，

このような問題も解決されるので，1日の集材回数の増

加，識載量の増加，ローブの過張力による損傷等がなく

なり，集材機の故障の軽減等もあると考えられる。地上

にワイヤロープがなくなるので，従来のように造林地内

の幼木，伐倒木以外への被害が経減される，当然地上の

ブロック類，クリップ類，シャクル等の節約も考えられ

る。以上のような種之の利点を考えているが，現在，実

験の段階で，欠点もあると考えており，逐次改良すべく

努力しているわけである。エ場内の実験では，期待した

性能を縁ぽ完全に発揮しているが，今後の現地実験に期

待している。これが成功の暁には，集材磯の架線方法も

大幅に改善され，従来の方法より，相当の効果があるも

のと確信していあ。

耗が，皆無となるわけであぁ。

現在の本器の使用可能なる架線方式は，中間サポート

が1カ所に限定されており，今回実験では，中間支持金

具，および，キャレジのすべてをY型を利用している

が，今後片持式に改造することによって，多支間にも，

使用可能と考えている。次に本器を使用する場合の利に

ついてのべて見たい。

第1に作業索の経済的使用であるが，エンドレス方式

の場合，ワイヤローブの磨耗を減少させ，地上にワイヤ

ロープがないので，その分のローブの節約とオペレチン

グラインが空中に吊られているので，ワイヤローブが最

短距離となるので，相当のワイヤロープの節約となる。

第2としては，安全作業の確立である。スカイライン

の直下に荷揮織中間サポートの個所，特に危険性のあ

る，卸し場のリフチングライン，エンドレスライン，リ

フチングライン等の垂下による，ロープの接地がないの

で，作業中の危険性がなくなる。また，集材運材の際

の1回当りの積載量の増加の点も，見逃せない事実であ

る。設計計算の際，リフチングライン，ホールバックラ

インの重量も計算の因子となるが，本器を採用した際に

はすべて本器で吊られるので，ロープ重量の分だけ多く

計算される。したがって，1日の功程量の上昇が大きく

期待できるものと考えられる。このように，各オペレチ

ングラインが本器で吊られるので，各現場で使用されて

いる。ウエーl･(重垂）は極力小さい騨雷鼓のウエート

で十分であるから，軽減の分だけ，積戦量をアップでき

作・動図
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れる。そして次には，これらの前生稚樹が残存成長し，

更新が成功するかどうかは伐採方法によって左右され
る。少なくとも大面積皆伐では，特殊なところを除いて

前生稚樹のほとんどが枯死してしまい，更新は不成功に

終るということである。

以上のような点にたって，コメツガ林を主体とした針

葉樹林を5つの林床型に区分し，これと立地条件，有用

前生稚樹との関係を調べて蕊た。

なお，天然林では広葉樹の稚樹はわずかなた造，更新

上問題にならないので，以下あげる稚樹はすべて針葉樹

についてである。

I.コケ型

この林床型は礫質の土壌，地形にかかわらず広く分布

する。土壌型はPDI(強度の乾性ポドゾル土壌）～PDm

型（弱度の乾性ポドゾル）で,PDⅡ型およびPDI型土壌

（中度の乾性ポドゾル土壌）に多く出現する。

主な組成種：イワタ←レゴケ，タチハイゴケが主体で，

スギゴケ類，シッポゴケ類が件生する。多くの場合これ

らのコケがマット状に林床を形成する。

この林床型の亜型として，ハクサンシャクナゲ，シャ

クナゲ，イワカガミ，ヒメイワカガミを伴うシャクナゲ

ーイワカガミ亜型が認められる。この亜型は局部的な尾

根に出現し，土壌はPDI型土壌である。

稚樹本数：ろ林床型中最も多い。ほどんどがヘクター

ル当り5万本前後，あるいはそれ以上である。

稚樹の青地：稚樹の生育する場所を地面上と倒木上に

わけてみると，地面上のものがほとんどである。

針葉樹の更新を考える場合，稚樹本数の最も多いこの

林床型が主要な対象になってくる。

Ⅱ、カニコウモリ型

この林床型は凹形禁価，河岸段丘を中心に，平衡斜面

にも広がっている。主としてBD型土壌に成立する。

主な組成種：カニコウモリ，シラネワラピ，オサパグ

サ，フジノマンネングサ，シノブゴケ類，チョウチンゴ

ケ類。

この林床型はさらに，サラシナショウマ，ヤグルマソ

ウなどを伴う湿性な亜型と，ゴゼンタチバナ，イワカガ

ミなどを伴うやや乾性な亜型とに区分される。また平衡

斜面を占めるヤマソテツの多い型も大きくはこの林床型

に含漢れる。

稚樹本数：場所によってはヘクタール当り2万本台の

ところもあるが，ほとんどはヘクタール当り1万本前後

か，それ以下で，天然更新はあまり期待できない。た

だ，やや乾いた場所に成立するゴゼンタチバナ，イワカ

連続講座

森林土壌解説
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（先月号からのつづき）

林床型と地形・土壌との関係をまとめて象ると次のと

おりである。

天然林’ 林床型論よび亜型｜地形|土壌型
ブ
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ろ）関東。中部地方の亜高山帯（太平洋側および中間

帯）

近年伐採が奥地に進むにつれて，亜高山地帯の跡地更

新が非常に問題になってきている。

ここでは跡地に人工植栽した場合の成否うんぬんとい

う立場ではなく，天然更新を追求する立場から天然林の

林床型を問題にして承たい。

ここ数年間の調査から，針葉樹の天然更新に関して，

次のようなことが明らかになった。

すなわち，伐採以前に地表処理とか，天然下種促進な

ど，天然更新のための特別な措置がとられていない現在

の施業体系のなかでは，天然更新の成否は，まず第一

－29－



ガミを伴う亜型や，ヤマソテツの多い型では本数も比較

的多いので，ある程度希望がもてよう。

稚樹の青地：大半が倒木上に更新している。

地面上と倒木上の割合をとって承ると，アオモリ1､ド

マツで1：1，シラベで1：5，コメツガで1；7．5ト

ウヒにいたっては実に1：172という割合になってい

る。

Ⅲ．ササ型

太平洋型のミヤコザサ，日本海型気候の影響をうける

地域のチマキザサやチシマザサなど，種類によって被稜

のちがいがあるが，ここでは一括してササ型とした。

この林床型では多くの場合，ササのほかに，承るべき

組成種を伴っていない。

成立する土壌は多くの場合PDm型土壌で，礫質のとこ

ろは少ない。

稚樹本数：一般的に，3つの林床型中最も少ない。密

生地では皆無状態のところがしばしばである。したがっ

て，この林床型の分布領域は天然更新が最も困難なとこ

ろということができる。

稚樹の青地：カニコウモリ型と同様に，地面上に生育

するものはきわめて少ない。

以上の点をまとめて承ると，次のとおりである。

1）暖帯南(下)部

鹿児島県および宮崎県の調査地がこの地帯に含まれ

る。

1.カツモウイノデ型

天然林の場合にはカツモウイノデが圧倒的に優占する

が，人工林の場合には優占度が低くなる傾向があり，時

には他の組成種が優占していることもある。

主な組成種：カツモウイノデ，コクモウクジャク’オ

オバノハチジョウシダ，ナチシタ，リュウピンタイ，ナ

ガサキシダ，イワヒトデ，オオキジノオ’オオバノイノ

モトソウ，サンショウソウ，キミズ’サツマイナモリ，

ヌマダイコン，ヤブショウガ，アオガシ，コアカソ，ア

オキ，フユイチゴなど。天#緋kの場合と共通なものが多

いが，人為が加わったために新たにナチシダ，ヌマダイ

コン，コアカソ，ヤブショウガなどが組成種として加わ

っている。

地位はIで，スギの樹高は20～25mである。

出現する地形，土壌は凹形余価，谷底緩斜面’斜面下

部の主としてBE(崩)型土壌である。

Ⅱ、カツモウイノデーコバノカナワラビ型

主な組成種：コバノカナワラビ，蟻化したカツモウイ

ノデ，ハナミヨウガ，チヂミザサ，イズセンリョウ，バ

ライチゴ，キイチゴ，ムラサキシキブ’フウトウカズ

ラ，キヅタなどで，カツモウイノデ型と同様に人為の加

わった結果新たに加わった組成種も多い。

地位はⅡで，スギの成長は15～18.5mである。

成立する地形は，斜面中部,BD型土壌が中心であ

る。

Ⅲヒサカキーホソバカナワラビ型

主な組成種：ヒサカキ，ホソバカナワラビ，シキミ，

コンテリギ，ヤブムラサキ，アリドオシ，シロバイ，キ

ジノオシダ，コハシゴシダ，カラタチバナ，ヒメハギ，

クロキ，ハイノキなど。この型は天然林のコバノカナワ

ラビ型にほぼ対応するものであるが，コパノカナワラビ

が承られず，若干乾性要素が加わっている点で異なる。

地位はⅢで，スギの樹高は11.4～14.7mを示してい

る。

鋪臓上部とか，緩やかな尾根の,BD(d)型土壌を中心

にひろがっている。

Ⅳ、クロバイーシヤシヤンポ型

この型は天然林のクロキークロパイ型に対応するもの

で，主藝啓な組成種で共通するものが多い。

主な組成種：クロパイ，シャシャンポ，アカガシ，ス

ダジイ，モッコク，ヤマモモ，サクラツツジ，コバノミ

ツバツツジ，ハイノキ，クロキ，オトコヨウゾメ，イス

1

一

林床型|土壌型|稚樹本数|青地
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5．スギ人工林の林床型と立地条件との関係

有名スギ林業地を対象に，13の地域について約220の

標準地を設定し，土壌および地位との関連で林床型区分

を行なった。林床型を区分するにあたっては，土壌型お

よび地形などを考慮したが，最も重視したのは地位との

関係である。

調査範囲は北は秋田県から南は鹿児島県にまで及んで

いるが，これらを大きく，1）暖帯南(下)部，2）同中

部，3）同北(上)部～温帯南(下)部，4）温帯（太平洋

側)，5）同（日本海側）の5地帯に区分し，それぞれ地

滞別にし，林床型と立地条件および地位との関係をゑて

拳た。

地位区分の大まかな基準としては，スギの40年時樹高

を用い,20m以上:1,20～15m：Ⅱ，15～10m:II,

10m以下：Ⅳとした。

一
、
）
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鐘 巳

ノキ，コシダ，ウラジロ，ヤブコウジ，コハシゴシダ，

マット状のテイカカズラ，シラガゴケ，ハイゴケ･

地位Ⅳ，スギの成長は6.1～10mである。

尾恨のBD(d),BC,BA型土壌に成立する。

2）暖帯中部

北九州，ヌ誠，千葉県の調査地がこれにあたる。

I.アオキーフユイチゴ型

主な組成種：アオキ，フユイチゴ，コアカソ，ミゾシ

ダ，タマアジサイ（ヤハズアジサイを含む）ウリノキ

（モミジウリノキを含む）ヤブミョウガ，シラガシダ，

オオキジノオ，オオパノイノモトソウ，リョウメンシ

ダ，ジュウモンジシダ，フモトシダ，イワヘゴ，シケチ

シタ．，イノデ類カラスウリ，キカラスウリ，ピナンカ

ズラなど。

地位はIで，スギの成長は20.5～25.8mときわめて良

好である。

凹形斜面，山灘緩斜面，斜面下部などのB回(崩)型’

BD(崩）型土壊に出現するが’中心はB勘(伽）型土壌で

ある。

Ⅱ、イズセンリョウーコバノカナワラピ型

主な組成種：イズセンリョウ，コバノカナワラビ，ホ

シダ，ヒメワラピ,トウゴクシダ，ハナショウガ，イヌ

ビワなど。

地位はⅡ，スギの成長は15.9～19.6mである。

翁緬中部のBD～BD(w)型土壌を中心に出現する。

Ⅲ、ヒサカキーホソバカナワラピ型

地位はⅢ，スギの成長ば12.4～15.9mである。

主な組成種および成立する迩膠・土壌は暖帯南部のⅢ

型とほぼ同じである。

Ⅳ、クロバイーシヤシヤポ型

池立はⅣ，スギの成長は6.8～11.5mできわめて悪

い。主要な溌順瑚璽は暖帯南部のSⅣ型と共通し，出現

する地形。土壌もほぼ同様である。

3）暖帯北（上）部～温帯南（下）部

瀬尻（静岡)，須坂（躍野)，仏生寺（富山)，石動

（,司),高千穂（宮崎）などの調査地がこれに含童れる。

なおこのうち富山県のボカスギの成長は’他の品種に

比べて,IV型を除く各林床型で成長が良好な方に一段ず

つ，ずれている。

I.アブラチャンージュウモンジシダ型

主な組成種：アブラチャン,タマアジサイ’ミツバウ

ツギ，ウリノキ，ハナイカダ，コクサギ，ニワトコ，ア

マギアマチヤ，ク.ﾘ.ギ，ジュウモンジシダ，ミゾシダ，

リョウメシシダ，イノデ獺，アカソ，イノコヅチ，モミ

ジガサ，ウワバミソウ，ムカゴイラクサ，ミズヒキソ

ウ，ツリフネソウ，ドクダミ，ホウチヤクソウ，キンミ

ズヒキ，フタリシズカ，カラスウリ，アマチャツル。

地位はI,スギの成長は19.8～26.8mを示すが，ポカ

スギの成長がとびぬけて良好である。

凹形斜面，叢緬下部のBE(崩）～BE(崩）型土壌に

成立するが，その中心ばBE(崩）型土壊である。

Ⅱ、キイチゴーチジミザサ型

主な組成種：キイチゴ，バライチゴ，ヤマブキ，ムラ

サキシキブ，アワプキ，チジミザサ，ヒメワラピ，トリ

アシシヨウマ，震化したミゾシダ。

地位はⅢで，スギの成長は15.6～19.5mである。ポカ

スギはこの材味型で20m以上を示している。

斜面下部から中部にかけて,BD～BD(w)型土壌に出

現する。

Ⅲ、クロモジーチゴユリ型

主な組成種：クロモジ，コンテリギ，ツクパネウツ

ギ，コアジサイ，コパノガマズミ，ヤブムラサキ，チゴ

ユリ，キッコウハグマ，イチヤクソウ，ヒメハギ，ヤブ

コウジなどで，Ⅳ型の組成種も若干混生する。

地位はⅢで，スギの成長は1.1.9～15.8mである。

ボカスギはこの林床型で，他の品種の地位Ⅱに相当す

る成長を示している。

斜面中～上部，凸形斜面のBD(d)型土壌に主として

成立する。

Ⅳ、ヤマツツジーコウヤポラキ型

主な組成種：ヤマツツジ，コウヤボウキ，リョウブ，

アセビ，ネジキ，ミツバツツジ，ソヨゴ，ウンゼンツツ

ジ，アカシデ，ヤマハギ，ツクバネウツギ，コバノガマ

ズミ，オトコヨウゾメ，シシガシラ，キッコウハグマ，

タガネソウ，ヤプコウジ，ヒメハギ，イチヤクソウ，ヒ

カケノカヅラ，ヒカゲスケ，オオアブラスギ。

地位はⅣ，スギの成長は7.8～11.6mである。

尾根地形のBD(d),BD,BA,PD型土壌に成立する。

4．温帯一太平洋側

秩父地方の調査地がこれにあたる。

I.サワアジサイーアカソ型

主な組成種：サワアジサイ，タマアジサイ，ウリノ

キ，ミツバウツギ，ハナイカダ，チドリノキ，ヤマグ

ワ，ニワ1,コ，クサギ，フサザクラ，キプシ，アカソ，

ミヤマクマワラピ，モミジガサ，ツリフネソウ，シロヨ

メナ，キヨタキシダ，ムカゴイラクサ，ウワバミソウ，

カンスゲ，イノテ類，アマチャヅル，カメバヒキオコ

シ。

地位はI,スギの成長は20m以上を示す。

凹形斜面のBE(崩）型土壌に成立する。
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な相巡は認められない。

地位はⅣ，スギの成長は10m以下である。

尾根筋のBD(d)-BA,BA,BB型に成立する。

5）温帯一日本海側

立山および秋田の調査地がこれに含まれ為。

Iクサソテツージュウモンジシダ型

主な組成種：クサソテツ，ジニウモンジシダ，リョウ

メンシダ，オシダ，ミゾシダ，イノデ類，ミヤマイラク

サ，エゾアジサイ，オクノカンスゲ，クルマバソウ，ウ

ワパミソウ，アプラチャン，キブシ，ヤマグワ，クサギ

など。

地位はI,スギの成長は21.5～21.9mを示す。

凹形斜面，斜面下部，河岸段丘に成立する。出現する

土壌はBF～BD(MI)型土壌であるが，主としてBE(崩）

型土壌に成立する。

Ⅱオクノカンスケーヤマソテツ型

n．キイチゴーチヂミザサ型

若干のちがいはあるが，組成的には暖帯北部～温帯南

部のⅡ型と同質とゑてよい。

地位はⅡ’スギの成長は16～19mを示す。

斜面下部～中部にかけて分布し,BD～BD(w)型土壌

に出現する。

Ⅲ・クロモジーチゴユリ型

組成的に朧若干のちがいがあるが，基本的には暖帯北

部～温帯南部の、型と同じとみてよい。

地位はⅢ，スギの成長は,2～15mである。

斜面上部とか，緩やかな広尾根のBD(d)型土壌を中心

に出現する。

Ⅳアセピーチチブドウダン型

この型の主要な組成種として，チチブドウダン，トラ

ゴケ，ミツバツツジ，バイカツツジなどが混生するほか

は，暖帯北部～温帯南部のⅣ型と比べてほとんど組成的

を
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(注）土壌型のアンダラインは分布の中心を示す。
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主な組成種はオクノカンスゲ，ヤマソテツ，ムラサキ

シキブ，トリアシシヨウマ，爆化したミゾシダ，キブ

シ，ヒメアオキなどである。

地位は，Ⅱ，スギの成長は16.9～20.7mである。

斜面下部～中部のBD(w)～BD型土壌に成立する。

Ⅲヒメアオキーツルアリドオシ型

主な組成種はヒメアオキ，エゾユズリハ，ユキツバ

キ，ツルアリドオシ，チゴユリ，ヤマソテツ，ミヤマカ

ンスゲ，ワラピなどで，若干Ⅳ型の組成種も混生する。

地位はⅢ，スギの成長ば11.4～13.1mである。

斜而上部，凸形斜而，山頂緩斜面のBD(d)型土壌を中

心に成立する。

Ⅳタムシバーオオバスノキ型

主な組成種：タムシバ，マルバマンサク，オオバスノ

キ，アクシバ，ホツツジ，ハナヒリノキ，サイゴクミツ

バツツジ，ナツハゼ，ヒメモチ，リョウブ，ツクバネウ

ツギ，ミヤマカンスゲ，ツルアリドオシ，オオイワカガ

ミ，シシガシラ。

地位はⅣで，スギの成更は7．2～89mとぎわ過て不良

である。尾根筋のBB型土壌に成立する。

以上，各地のスギ人エ林の林床型と，立地および地位

との間には，密接な対応関係があることを象てきた。

しかしながら，これに対して，スギ人工林で区分した林

床型が，これからの植栽対象地である天然林，二次林，

草地などにどう適用できるのか，あるいはそれらについ

ても，同様に有効な林床型区分ができるのか，という疑

問がおこってくる。

これらはこんごに残された課題であり，これからの研

究を通じて明らかにされなければならないことがらであ

る。ただここでいえることは，スギ人工林の林床型と天

然林のそれとを対比してぷると，当然のことながら，人

為が加わっているかいないかの相違はあらわれている。

しかしながら，反面組成種の基本的な部分に共通なもの

が多いということも上述の例から明らかである。さらに

また一応林分状態を形づくっている二次林についても，

筆者の難るかぎりでは，ともに人為をうけているという

共通点があるためか，天然林の場合よりも一層共通種が

多い。

したがってスギ人工林で区分した林床型も，全面的に

というわけにはいかないが，天然林や二次林にもかなり

適用しうるということができる。

スギ人工林の林床型と立地，地位の関係を総括したの

が次ページの表である。

むすび

カヤンダーやモロゾフなどの業績を承て，あれは北欧

やソ連のような植生の単純なところだから可能なんだ。

わが国のような亜寒帯から亜蕊鰐にまでまたがり，植物

相も地勢も複雑なところではとても適用できない。した

がって，実際の施業に役立つような指標植物の体系づく

りなど不可能なんだ，という意見を述べる人が意外と多

い。しかしながら，植生を気候区で区分し，そのなかで

地形土壌との対応関係を実際に調査してふると，地形の

変化にしたがって土壌のあらわれ方がつよく規制される

と同時に，地蔭および土壌のあらわれ方と密接に関連し

て植生が規則正しく変化していることに気がつく。

植物相が複雑だといわれる大隅半島でも，その関係は

4つの林床型が，地形，土壌の変化に応じて，それぞれ

の領域を占めながら出現しているにすぎない。他の地域

についてもそうである。

指標植物の体系化は，はじめに述べたように，①どう

いうスケールの立地条件に対応させるか明らかにする。

②植物を生活集団一一群落としてとらえる。③森林立地

としての土壌の分類体系をしっかり基礎にすえる。この

3点に注意して調査をすすめれば必ず確立することがで

きる。

以上きわめて羅列的になったが，植物の生活集団とし

ての林床型が，天然林，人エ林をとわず，このように密

接に立地や地位と対応することを実例をあげて示してお

いた。こんごの調査研究になにがしかでも役立てばはな

はだ幸いである。
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野ネズミの天敵フクロウ

-IIIX－－
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昭和31～32年のことである。木曽谷から伊那谷一帯に

かけて，野ネズミが大発生した時のことである。この付

近では，いつもはあまり姿や鳴き声をきかないフクロウ

が，例年にくらべて多くなり，なかには捕えられて飼わ

れているものや，落命したためにはく製にされているも

のもあったから，かなりのフクロウがネズミ退治に集ま

ってきたことがわかる。

ひとたび，野ネズミが異常発生すると，その地域にタ

カの一種ノスリや，イタチ，テン，キツネ，そしてマ

ムシまで集まってきて，山の無法者をおさえる作用をす

為。このうち，鳥は飛んでくるから，いち早くかけつけ

るが，ヘビはのろのろとやって来るので，まさに遅れば

せながら馳せ参じた，というかっこうである。

フクロウが野ネズミの天敵であることは，もはや説明

を要しないところである。したがって，その動向につい

て，わたくしたちはいつも関心をもっていなければなら

ない。フクロウといっても，わが国には約10種類もいる

のである。しかも，夜の鳥であるから，その本体には，

よほどのチャンスでもない限りお目Iこかかれない。さい

わい，鳴き声にはそれぞれ特徴があるから，声だけでも

区別できるものが多い。その代表的なものを，つぎに述

べることにする。

フクロウとミミズク

フクロウもミミズクも，フクロウ科の鳥でまったく同

じなかまである。わが国では，ふるくから頭の両側に羽

角のあるフクロウのなかまを，「ずく」とよぶならわし

がある。その「ず」は角の意味であるから，「ずく」は

角のある，ということになる。しかし，初夏から秋口に

かけて，都会の木立ちのあるところでも鳴くアオバズク

には羽角はないが，それでもズクの名がついているのは

例外である。また，北海道の深い森林にすむシマフクロ

ウは，フクロウでありながら羽角があ為から，これも例

外といえよう。

さて，わが国にいるフクロウ科の鳥が，あわせて9獅

類にもなるのは，意外なほど多い。このうち，もっとも

よく知られているのが，フクロウであるが，フクロウの

名のつくものがろ糧瀕もいるのである。

一般にフクロウとよぶものも，北海道にいるものはエ

ゾフクロウ，本州北部のものがフクロウ，西部のものが

モミヤマフクロウ，そして九州にいるものがキュウシュ

ウフクロウと，こまかく分けている。この区別点は北方

のものほど羽色が淡くなり，からだが大きくなるだけの

ちがいで，見たところそうはっきりした差はない。この

程度のちがいのものを，動物分類学では亜種とよんでい

る。

北海道にば，シマフクロウとよぶ大形な種類がすんで

いる。両翼をひろげると，2メートルにもなり，わが国

のフクロウ科のうち最大である。アイヌたちもコタンク

ルカムイとよび，自分たちの部落であるコタンを悪魔か

ら護ってくれる神として，特別にあがめていあ。アイヌ

はいろいろな動物を神にまつるが，そのなかでも，シマ

フクロウは最右翼で，キンムカムイ（山の神）の称号を

もつヒグマより，さらに上位である。北の深い針葉樹林

にすむこのフクロウは，驚くほど大きな声で鳴き，昼間

でも活動しているから，ここにすむ悪雄たちにとって

も，おそろしい存在である，とアイヌは思ったらしい。

シロフクロウは，その名のとおり純白な種類で，大き

さは普通のフクロウよりやや大きいくらい。とにかく美

しい鳥である。白色で目につきやすいから，夏は北極圏
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ですごして冬になると南下してくる。わが国では冬の北

海道に渡ってくぁものがある。千葉・岐阜両県~Fでも採

集されているが，どちらも迷鳥として渡来したものが，

たまたま捕えられたのである。雪のなかの生活がおもで

あるから，食物としてはノウサギ，カモ，エゾヤマドリ

や，そのほかの小鳥を襲って食べる。

ワシミミズクも，北海道の冬の鳥である。この烏につ

いては，まだ研究が不十分で，わからない点がたくさん

ある。シマフクロウにくらべれば，やや小さいが，それ

でも両翼をひろげたら2メートル近いから，かなりの大

きさである。このフクロウの特徴は，脚のゆぴのところ

まで，羽毛におおわれていることである。それが，ワシ

の脚によく似ていることから，この名がつけられたもの

らしい。

食物はやはり野ネズミやノウサギ，エゾヤマドリなど

の肉食である。かれらの翼は，やわらかい羽毛からでき

ているから，羽音をたてないで鯉いかかるので，夜行性

の動物たちも油断はできない。それに，階や承をとおし

て見ることのできるレーダーのような眼をもっている

し，力のある脚，そして鋭いつめと，セツ道具をもって

いるのであるから森の悪者どもにとっては，おそろしい

存在なのである。

野ネズミなどは，そのままひとの象してしまう。胃の

なかに入ると，強い消化力でたちまちばらばらになって

しまうが，骨だけはどうしても消化しない。これらの骨

は腸をとおって排せつされるのではなくて，胃からまる

めてはきだされる。これをペレットとよんでいる。フク

ロウのとまり場の地上には，このペレットがたくさん落

ちていることがある。それを洗って調べてゑると，思わ

ぬ珍しい動物の骨であったりして新発見になることがあ

る。この場合の採集者は，フクロウと記入するのが例と

なっている。

天気予報につかわれるらしい。天候のかわるまえの気圧

や湿度の関係でそうきこえるのかも知れない。これに反

して，能登半島には，「親の言葉にそむく者はフクロウ

になる」という言伝えがある。むかしたいへんな親不孝

者がいた。母親が山へ行けといえば川へ行き，川へ行け

といえば山へ行って，親の命令にそむいたのでフクロウ

になってしまった。母親が死ぬときに，自分のなきがら

を川のほとりに理るようにいった。しかし，水かさが叢

したときに，流れてしまうのを悲しんでこの不幸者も，

毎晩のように鳴くのだという。

不幸者や，不吉な烏とされるフクロウにとって，その

ヒナの時代を，ふるくは「かおよどり」という名があた

えられていた。顔のよい鳥，という万葉言葉である。ヒ

ナ時代のこの鳥の顔は，なんとなく鳥ぱなれして，人間

くさい面相をしている6しかも，あどけなさがあってか

わいい。おそらく，そんなところからでた名なのであろ

う。

？
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声の仏法僧

よく三河の鳳来寺から中継放送される烏の声である。

これは，コノハズクという小形な「ゑゑずく」の種で，

ブッポウソウではない。動物学上のプッポウソウは，温

帯林にすむハト大の全身が緑青色の美しい鳥で，両翼に

白い大きな白色部がある。それが飛ぶときにはっきりと

見えるので，「もんつきどり」とよぶ地方もある。

この烏は夏烏として5月はじめに波来し，神社仏閣の

森などに好んで生息するので霊鳥とされている。ところ

が，コノハズクも同じような場所に夏鳥として渡来し

て，ラジオできくように「ブッ・ボー・ソウ」と鳴くの

で，いつの間にか美しいブッポウソウがそう鳴くのだ，

ということになってしまった。それが昭和10年ごろま

で，そのまま言伝えられていたが，このころから野鳥の

生態研究がさかんになり，フ・ツポウソウは畳の鳥で，夜

は鳴かないという議論がでた。これに対して，賛否両論

が対立したが，ついに「ブッ・ポウ・ソウ」と鳴いている

烏を射ち落したところ，それはコノハズクであった。い

らい，コノハズクを｢声の仏法僧｣，ブッポウソウを｢姿

の低法僧」とよ募ようになった。射ち落したのば，いま

山梨県恩賜林記念会館にいる中村幸雄さんである。

さて，この誤りは，いつごろから生じたのであろうか

と調べて象ると，弘法大師の漢詩に，「三宝の声，－鳥

にきく」とあることにはじまるらしい。弘法も錐の誤り

はなおしたが，鳥の誤りは気がつかなかったらしい。

（農林省林業試験場鳥獣研究室長・理博）
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ふ くろ首

フクロウのなかまは，ふるくから不吉な鳥，悪魔の鳥

とされ，あまりかんばしくない。そのためか，「ふくろ

首」などというありがたくない言梁まで生じている。む

かし，罪人を処刑したあと，その首を木にかけてさらし

たのを，そうよんだ。このおこりは，中国の伝説にフク

ロウは母を殺す習性があるので，人なはこれを憎んでフ

クロウを殺し，その首を木にかけてさらした故事によ

る，ということである。

フクロウの鳴き声は，「ぼろ蒲て奉公」とききならさ

れているし，地方によっては，翌日が晴れならば「のり

すりおけ｣，雨ならば「のりとめおけ」と鳴くといい，
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ことはなにをおいても必要な条件で（苗木の大きさや植栽密度などは技

ある。この観点からすると，わが国術や環境で異論もあろうが),本書を

にはスギ，ヒノキという世界にほこ参考として造林し，誤りを生ずるこ

る造林樹種があり,内地のアカマツ，とは少ないであろう。養苗，造林の

北海道のトドマツなども捨てがたい技術だけでなく，概説ならびに本文

材料といえよう。のなかに各執筆者が注意ぶかく記述

それにもかかわらず，早成樹種･･･している，造林経験が少なく，なじ

…その大多数はわが国の風土に十分承のない樹種を造林する場合の諸注

なじんでいない外国樹種である･･･…意を熟読玩味していただきたい。

がとりあげられ，早期育成林業が叫とくに事業的規棋で行なう場合に

ばれたのは，幼時の成長がよく収穫は樹種の選択は林業経営の基本とな

期のはやいことと，短伐期で平均成るものであり，生産材の用途と価値

長量の大きいこととのためであっに，また大面職に造林した場合に発

た・生するかもしれない病害虫への用愈

本瞥は各執筆者が得意とする樹種など格別の配臘のいることを付記

について，自身の研究と内外の文献し，本醤の活用によって失敗の少な

をよく消化して，現在考えられる最い造林が行なわれることを期待す

高の養苗と造林の指針を与えておりる。（加藤善忠）
＆D00q1w01『o00adO"10･』104lb幻･ODCⅡ"Ibb01･dODDUf･l4bdOD9I･･IPpqU副lPOO･･BDpq酌W0eR･Onj，to･POOOBMOQU1.010.46･山pol6.00･0101t9，1o内I"Oh000RO9oOqりぃ88.9いｳｻ･ﾛﾘ的OqI1IDOOUjO加叩M1II『MII叩0,MOlIOがlIMIDOlObI瞳01001991伽I核01.68

下記の本についてのお問い合わせは，当協会へ

の

壷鋤一
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早成樹の養苗と

造林の実際
６
Ｊ
４

､林野庁研究普及課監修

地球出版社発行

A5800円送料100円

一

本書は，概説（小野陽太郎)，テ

ーダマツ（横山緑)，ストローブマ

ツ（山路木曽男)，フランスカイガ

ンショウ（苅住昇)，モリシマアカ

シア（青木義雄)，スラッシュマツ

（福田秀雄)，コバノヤマハンノキ

（千葉春美)，ポプラ（大久保昭)，

メタセコイア(吉川勝好)の分担執繁

で，各樹種共通のおもな目次として

次の9つが記載されている。1.木の

性状，用途2.原産地と導入の来歴

3.国内における植栽の実情4.その

可能地域5.稚苗6.植栽7.病害

虫とその防除8.成長9.収穫

）本書のよいところは，概説で早成
樹種を造林する場合の心がまえを親

切に述べてあること，「メタセコイ

アは庭園樹に適しているが，用材価

値は不明である」といった例が示す

ように，各執筆者が卒直に樹種の得

失について解説し，いままで2，5

の類書に承られるようなヒイキの引

き倒し的記述がないことである。最

近出版された造林の書物のうち安心

して推奨できるものの一つである。

あまり人手をかけることのできな

い広大な山野に，長い年月風雪に耐

えて活き物を育てていかなければな

らない造林の場合b環境に適合して

病害虫が少なく，また乾湿，低温な

どによる自然災害のおそれの少ない

新書 コーナー

名｜著者’書

A5,P.200,850円,朝倉書店

B6,I職磯篭賎会

樹木学図説一針葉樹編一

山村を生かす
一岡譲氏を訪ねて－

矢頭献一

大内晃

古書は，冊数が少なく，ここに紹介してありましても，すぐに

売りきれになってしまう場合もありますのでご了承下さい。 １
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間伐形式図と其の説明

間伐と林内簡易統計

森林生態学講義（最新版）

森林生態学講義

経済全書（林業，狩猟）
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その製造方法，施用法と効果等について紹介している。
☆新しい技術(第8集）

農林水産技術会議事務局編

（昭和41年7月1日発行）

上記事務局でば，腱林畜水産業に関する試購研究の成

果を平易簡潔に要約じたものを，「新しい技術」という

小冊子に集録して，広く一般に普及することにつとめて

いる。今回発行された「第3集」中に含まれている林業

に関係のああ事項はつぎの5項目である。

（1）くりの新育成品種

これは園芸試験場がクリタマパチに対する耐虫品樋の

育成をめざして遜抜した優秀種で，丹沢，伊吹のろ品種

の樹性，果実，栽培上の特性等について紹介してある。

（2）カラマツ先枯病の薬剤防除法

主として桝業試験場の行なった試験成果で，苗畑，山

出し苗，造林木のカラマツ先枯病防除に，シクロヘキシ

チミドを主剤とする防除剤の使用方法が紹介されてい

る。

☆昭和41年度実施予定

農林水産統計調査一覧表

（農林省統計調査部管理課．昭和41年5月）

この資料は，統計調査部で統計に関する総合調整の蜜

料とするために，昭和41年度に行なう予定の統計報告に

ついて，各庁局から報告を求め4月現在でとり震とめた

ものである。なお，ここであげられている統計報告とは

根拠法規の有無を問わず’各庁局が直接または，出先機

関，地方公共団体の機関，腱林水産関係団体等を通じて

行なう調査ならびに統計報告の徴難をいい，民間機関に

委託して行なう場合も含まれている。現在艇林省の各庁

局で，どんな統計調査が行なわれているかを知るには便

利なものである。内容は庁局名，所管課名’調査名’目

的，調査事項，調査対象，調査期日’調査系統’調査方

法に分けてあげている。B5版，勝写刷,117ページ。

■

ご摺塞
木
材
価
椿
上
昇
と
い
う
台
風
が
再
度
発
生
し
た
。
台
風
の
目
は
桧
で
あ
る
ら
し
い
⑮

各
所
に
生
ず
る
被
害
を
恐
れ
る
立
場
も
あ
る
が
、
当
然
伴
う
で
あ
ろ
う
所
の
降
雨
を
、

待
ち
望
む
地
方
も
あ
る
に
違
い
な
い
。

日
本
銀
行
の
発
表
し
た
、
木
材
卸
売
り
物
価
指
数
が
問
題
と
な
り
、
閣
議
決
定
に
よ

り
国
有
林
の
増
伐
が
指
示
さ
れ
た
。
国
民
感
情
と
し
て
は
、
物
価
上
昇
は
木
材
に
限
ら

ず
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
木
材
価
格
の
濁
騰
は
、
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
に
あ
え

ぐ
生
産
者
に
と
っ
て
は
、
旱
天
の
滋
雨
で
あ
る
。

こ
と
に
、
長
い
生
産
期
間
と
、
強
い
自
然
的
制
約
の
下
に
、
間
断
的
な
生
産
を
し
て

い
る
者
に
と
っ
て
は
、
価
絡
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
最
良
の
自
衛
手
段
で
も
あ
り
う

る
。
し
か
し
、
将
来
も
仙
柊
の
は
げ
し
い
上
下
動
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
周
期
が

次
第
に
早
く
な
る
と
、
勢
い
、
生
産
は
投
機
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
山
村
の
純
朴

な
人
達
が
、
価
格
の
変
動
に
目
の
色
を
変
え
て
い
て
は
、
お
し
ま
い
で
あ
る
。

安
定
し
た
価
格
は
安
定
し
た
生
産
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。
木
材
の
生
産
を
促
進
す

る
た
め
に
、
極
点
対
策
が
識
ぜ
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
根
本
的
に
は
木
材
の
使
用
さ

れ
る
分
野
は
拡
大
す
る
と
い
う
見
通
し
が
、
必
要
な
の
で
は
あ
る
重
い
か
。
つ
ぎ
つ
ぎ

に
現
わ
．
れ
る
代
替
品
を
ま
の
あ
た
り
に
し
て
は
、
木
材
生
産
の
上
で
大
き
な
役
割
を
果

す
中
小
規
模
の
森
林
所
有
者
の
「
需
要
の
絶
対
量
は
増
大
す
る
」
と
い
う
確
信
は
ゆ
ら

ぎ
、
「
最
も
有
利
に
伐
ろ
う
、
立
て
て
置
い
て
も
木
は
癖
せ
る
も
の
で
は
な
し
…
…
」

と
い
う
逮
巡
が
、
つ
い
生
産
を
鈍
ら
せ
る
。
木
材
の
高
度
の
加
工
技
術
の
開
発
を
強
力

に
助
長
す
る
こ
と
に
よ
り
、
極
く
手
近
か
な
所
に
、
木
材
賀
の
無
限
の
利
用
分
野
が
発

見
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
木
材
の
使
途
は
先
細
り
で
は
な
く
、
文
明
の
発
逮
と

共
に
拡
大
し
て
行
く
と
い
う
、
確
聞
た
る
見
通
し
こ
そ
、
生
産
を
安
定
さ
せ
る
大
き
な

要
因
と
な
為
に
違
い
な
い
。

ス
チ
ー
ル
製
の
机
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
さ
ら
に
は
か
ん
ず
め
ビ
ー
ル
等
、
鉄
の
使
途

を
考
え
出
し
た
の
は
、
木
工
業
者
で
も
、
ビ
ー
ル
会
社
で
も
な
く
、
売
れ
な
い
鉄
に
頭

を
か
か
え
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
鉄
鋼
会
社
で
あ
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
紡
績
会
社
が
、
糸
や
布
に
止
ま
ら
ず
、
最
終
製
品
ま
で
手
掛
け
て
い
る
時

代
で
も
あ
る
の
に
、
た
だ
漫
然
と
、
木
材
が
消
費
さ
れ
る
こ
と
の
み
を
念
じ
て
、
木
を

い
た
わ
り
育
て
て
い
る
の
は
、
誠
に
心
も
と
な
い
。
木
材
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
化
学

的
に
処
理
し
た
場
合
の
利
用
の
可
能
性
や
、
せ
め
て
利
用
の
限
界
に
つ
い
て
で
も
よ
い

か
ら
、
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
（
民
有
林
生
）

Z血
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来 年も便利な

林業手帳

予約受付中．．…………“

をどうぞ〃

．〆切11月15日

定価：160円（会員に限り140円）予約特価：140円（会員に限り120円）
送料：1冊につき35円（20冊以上不要）詳細は本誌9月号とじ込象をご覧下さい。

一一一一

を決定した。 寺田，須藤，平田の各常務
一

会務報告出席者：石井，山村,平田，島，竹理事と本会から，松川，徳
原，山田，丸田の各常務理本，成松，総谷。

◇第6回常務理事会事と本会から，松川，徳本◇第5回林業技術編集委員会
9月9日(金)正午より本会理事長成松，橋谷。9月8日（木）午後2時より本会
室において龍催。前会に引続き協会◇第8回常務理事会会議室において開催。

運営の基本方針について協議した。9月26日（月）正午より本会理事出席者：有馬，小田鳥，山内，中野
出席者：山田，繁沢，寺田，島，遠長室において開催し，徳本専務理事の各委員と本会から徳本，
藤山村氏と本会から石より石谷理事長逝去後の業務遂行状橋谷，中元。
谷，松川，徳本，成松，橋況ならびに理事長宅における密葬次◇森林航測編集委員会
谷。第および9月28日執行の合同葬儀に9月16日（金）午後5時より本会

◇第7回常務理事会ついて説明があった。会議室において開催。
9月20日（火）午後2時5分に，次いで今後の協会の運営について出席者：中島，笠松，正木，石戸，
石谷理事長が脳溢血のために急逝さ慎重審議した結果，定款第12条第2西尾，依田の各委員と本会
れたので，同日午後4時50分本会理項により，当分の間徳本専務理事がから徳本，橘谷，中曽根，
事長室において緊急理事会を能催し理事長職務を代行し，新任理事長は八木沢，武田。
故人の功縦に酬いるため，葬儀は会総会において選出すべきであるとい◇畑野氏林業技術編集委員に
団（日林協，全苗連，全木炭，全公うことを申し合わせた。このたび東京大学股学部の畑野健
連）合同葬をもって執り行なうこと出席者：山村，繁沢，竹原，遠藤，一氏を本誌編集委員にご委嘱した。
MU輔Q"1ｻ咽・q加恥｡f"0恥00叫MD6pO榊隈q↓ぃ18鮒“け0ｬhDr･blmlﾔ･d0pfLO'5，100咄芥111I4PqQI1il卯Mn01jll08IO11M“1LQUQ9m1IlFUQ1qp4o'1K"0･61郡､叩I川8･ﾔllQrId咽pll岬0●､0“11『P0．01+hUOOm"牌fりり01,伽.1701#bo0"1BOJ､ﾜ,UqOIW9BoQrvnOO可q､”FWp.b"fh寺WIqOOFfhe0

惨編集室から。購蕊蕊嚇輔：定通り…､……，縦爾の調崎で荊月ゞ2回に分載せざあを得なくなりまし4－。また，小林猛臣

だ』と議員時代から云っておられ，林業技術者の最大の氏の「海洋筏の話」も同じ事情で，その最終回は11月に
会団である本会の仕事を通じて林業の振興に尽すことを掲載いただくこととなりました。執筆者の皆様，読者の
誇りとされていた石谷鍾事長が急逝されました。皆様と皆を様に深くお詫びする次第であります。（八木沢）
共に謹んでご蕊福を祈りたいと思います。故人を偲ぶよ

すがとして巻頭に遺影と弔辞を褐戦いたしましたが，12

月号で改めて追悼特集を行ないます。し今後の会務運営

につきましては上記のように当分の間徳本専務理事が理

事長の職務を代行することになりましたが，職員一同は

故理事長在世中と変わりなく，職務を遂行するよう努力

して粕りますので，会員の皆様のより一届のご指導，ご

協力を賜わるようお願いいたします。し本号はアメリカ

林業視察団の方なの報告文を特菜する予定で，原騎は予

昭和41年10月10日発行

林業技術第295号

編集発行人徳本孝彦

印刷所大日本印刷株式会社

発行所 社団注人日本林業技術協会

東京都千代田区六瀞町七番地
祗話（261）5281(代)～5

（擬僻東京印448希）
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○ デ ンドロメーター（日林協測樹器）
111i格22,500円（〒込）

途

ha当りの林分胸高断面積凱旋

水平距離測定

樹高測定

形式

高サ125mm 重量2709

幅45mm

長サ106mm

概要

この測樹器は従来の林分胸高断面稜測定方法の区画測

量，毎木調査を必要とせず,ただ単に林分内の数ケ所で，

その周囲360。の立木をながめ，本器の特徴であるプ

リズムにはまった立木を数え，その平均値に断面職定

数を掛けるだけで，その林分の1ha当りの胸高断面積

合計が計算されます。

機能

プリズムをのぞくだけで林分胸高断面積測定，水平距

離測定，樹高測定，傾斜角測定が簡単にできます。

磁石で方位角の測定もできます。

プリズムの種類

K=4壮令林以上の人工林，天然林，水平距離測定，樹

高測定

K=2幼令林薪炭林，樹高測定

(水平距離設定用標板付）

用
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
傾斜角測定

方位角測定

Ｉ
＃

韓

畷日本林業技術協会
（振替・東京60448番）

東京都千代田区六番町7
電話（261局）5281(代表)～5

東映トーキーBM
35ミリのトーキー方式をそっくり8ミリ化した，世界

岐初の光学，磁気両川で，しかも，磁気単川機より廉価

で，’際く，爽際の利川には蚊も使利です。

鮴りIな画耐，背糾職柵の確実さは抜群です。

自儒をもっておう-すめします。

も
り
■
垂
丑
■
灯
且
足

！

〔主な仕様〕職原100V,50サイクル・60サイクル，

重量/9.3kg,寸法/320×230×190mm,使州リール特

大180m捲きリール(1個付隣),映2ヅレンズ/F1.5f

=25mm,映嫉ランプ21.5V150W低電圧ランプ，

映写速度/毎秒24コマ・16コマ，モニター/コンデンサ

ー型インダクシ垂ソモーター，アパチュア・マスク/光

学録音フィルムのマスクと普通8ミリのマスクの切りか

えレパー付，アバチュア戦造/フィルムの光学録音帯を

圧迫損賜しない緋!yl:聯造エキサイター・ラソプ/6V･

1A臓流,蝋灯，ソーラーセル光検素子，磁気ヘッド/録

音再生消去2個，磁気録音/高周波パイヤス方式｡,増幅

器/トランジスター2個，シリコンダイオード3個，真

空管32A8,増幅器出力/6W,スピーカー/13×19cm

樋円型。

現金正価¥.67,500免税価格¥53909

特約店鞭日本林業技術協会
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日本紬雛紛和光貿易株式会冠
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東京都品川区北品川6の351．電話（447)1411(代）
札幌市北大通!)西8の2大栄ビル・電話（22）562O
花巻市東宮野目高源機械内・電諦（花巻）5331
大分市大道町1丁I]大分トヨタ農機内・電話(2)2946

本社
札幌営業所

岩手'営業所
大分出張所
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垂一J－型ﾖ本植牛株式会社｜日本1ソサルタント
本社岡山県津山市高尾590のITEL(08682)7251～3

品目…･‐－営業所東京千代田区神田佐久間町3の33TEL(851)5537

ﾖ 驚瀞滞
鬘古屋名古屋市鋳穂区柳ケ枝町'丁員44TEL名古屋(87112871」代理店全国有名建材店
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